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キ
ケ
ロ
　
『
発
見
・
構
想
論
』
に
お
け
る
レ
-
リ
ッ
ク
の
構
想

平
　
野
　
敏
　
彦

序
L
　
キ
ケ
ロ
の
生
涯
と
著
作

二
　
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
全
体
構
想

三
　
ス
タ
ト
ゥ
ス
論

四
　
カ
ゥ
サ
論

五
　
弁
論
の
パ
ル
ス
論

結
語序

s

古
代
西
洋
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
キ
ケ
ロ
に
流
れ
込
み
、
キ
ケ
ロ
か
ら
流
れ
出
し
た
。
キ
ケ
ロ
が
書
い
た
多
-
の
著
作
の
う
ち
、
レ
ト
リ
ッ

ク
理
論
に
関
し
て
は
七
簾
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
し
て
も
、
必
ず
し
も
理
論
体
系
構
想
と
し
て
'
整
合
性
が
あ
る
と

は
言
い
難
い
。
そ
れ
ら
を
一
つ
の
理
論
的
発
展
過
程
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
理
論
体
系
構
築
の
試
行
錯
誤
の
過
程
と
見
る
ほ
う
が
妥

当
で
あ
ろ
う
.
本
稿
で
は
'
キ
ケ
ロ
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
　
-
　
す
べ
て
の
著
作
の
最
初
で
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
最

初
の
著
作
で
も
あ
る
　
-
　
『
発
見
・
構
想
論
D
e
l
n
v
e
n
t
i
o
n
e
』
の
最
初
の
部
分
を
素
材
に
し
て
、
そ
こ
で
の
キ
ケ
ロ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理

論
の
全
体
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
の
著
作
は
'
キ
ケ
ロ
以
降
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
に
1
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
も
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の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
の
出
発
点
に
す
え
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
に
は
い
る
前
に
、
ま
ず
、

キ
ケ
ロ
の
生
涯
と
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
関
係
の
著
作
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

一
キ
ケ
ロ
の
生
涯
と
著
作

マ
ー
ル
ク
ス
・
ト
ウ
ツ
リ
ウ
ス
・
キ
ケ
ロ
M
a
r
c
u
s
T
u
l
l
i
u
s
C
i
c
e
r
o
(
正
確
泥
は
'
キ
ケ
ロ
I
と
長
音
で
あ
る
が
、
わ
ず
ら
わ
し
い
の
で
、

:
o

以
下
、
単
に
キ
ケ
ロ
と
表
記
す
る
)
は
'
前
1
〇
六
年
l
月
三
日
に
生
ま
れ
、
前
四
三
年
1
二
月
七
日
に
マ
ー
ル
ク
ス
・
ア
ン
ト
-
ニ
ウ
ス
の

は
な
っ
た
刺
客
の
凶
刃
に
た
お
れ
た
o
こ
の
時
代
は
ロ
ー
マ
共
和
制
末
期
の
政
治
的
激
動
の
時
代
で
あ
る
O
キ
ケ
ロ
は
、
こ
の
時
期
に
騎

士
階
級
出
身
と
い
う
政
治
的
に
不
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
代
1
流
の
名
士
か
ら
弁
論
術
や
法
律
へ
哲
学
を
学
び
、
弁
論
家
と
し

て
法
廷
弁
論
に
携
わ
り
、
そ
の
弁
論
を
通
じ
て
名
声
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ァ
エ
ス
ト
ル
q
u
a
e
s
t
o
r
[
-
財
務
官
]
(
前
七
五
年
)
、

ア
エ
デ
ィ
-
リ
ス
a
e
d
i
】
i
s
[
-
按
察
官
]
(
前
六
九
年
)
へ
プ
ラ
エ
ト
ル
p
r
a
e
t
o
r
[
=
法
務
官
]
(
前
六
六
年
)
と
い
う
要
職
を
歴
任
し
、

前
六
三
年
に
は
、
最
高
の
政
務
官
た
る
コ
ー
ン
ス
ル
c
o
n
s
u
二
=
執
政
官
]
に
ま
で
昇
り
つ
め
た
。
こ
の
コ
ー
ン
ス
ル
時
代
に
零
落
貴
族

カ
テ
ィ
リ
ー
ナ
の
政
府
転
覆
の
陰
謀
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
功
績
が
あ
り
、
「
祖
国
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
す
る
が
、
以
後
、
政
治
的
反

目
の
た
め
、
公
職
に
就
か
な
か
っ
た
り
、
ロ
ー
マ
を
離
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
.
そ
の
後
、
1
時
、
政
治
の
舞
台
に
再
登
場
し
て
、

ア
ウ
グ
ル
a
u
g
u
r
[
=
鳥
占
官
]
(
前
五
三
年
)
と
ブ
ロ
ー
コ
ー
ン
ス
ル
p
r
o
c
o
n
s
u
l
[
-
属
州
長
官
]
(
前
五
1
年
、
キ
リ
キ
ア
に
赴
任
)
を

務
め
た
が
、
最
終
的
に
は
カ
エ
サ
ル
と
の
確
執
に
よ
り
、
政
界
か
ら
身
を
引
い
て
'
幾
多
の
経
験
を
経
た
生
涯
の
円
熟
期
の
最
後
の
数
年

間
、
著
述
に
専
念
し
た
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
多
-
の
理
論
的
著
作
は
、
こ
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
キ
ケ

ロ
の
1
般
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
キ
ケ
ロ
」
へ
「
人
生
論
の
キ
ケ
ロ
」
は
実
は
彼
の
一
面
を
伝
え
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、

「
共
和
制
擁
護
の
た
め
に
闘
っ
た
政
治
家
キ
ケ
ロ
」
、
「
弁
論
家
キ
ケ
ロ
」
の
面
に
も
も
っ
と
注
意
す
べ
き
で
あ
り
、
執
筆
活
動
の
時
期
を
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調
べ
る
こ
と
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
-
る
が
　
-
し
ゃ
べ
れ
な
い
と
き
は
、
書
い
て
い
る
-
 
、
キ
ケ
ロ
に
と
っ
て
は
、
(
レ
ト
リ
ッ
ク
の

理
論
的
著
作
を
も
含
め
て
)
あ
ら
ゆ
る
著
作
は
、
弁
論
・
演
説
と
並
ん
で
、
政
治
活
動
の
一
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
視
点
か
ら
、
内
容
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
学
の
あ
る
人
だ
っ
た
O
そ
し
て
学
の
あ
る
愛
国
者
だ
っ
た
o
」
と
い
う
の
が
'
政
治
的
駆
け
引
き
で
キ
ケ
ロ
を
ア
ン
ト
l
盲
ス
に
売
っ

て
し
ま
っ
た
若
き
カ
エ
サ
ル
、
つ
ま
り
オ
ク
タ
-
ウ
ィ
ア
ー
メ
ス
、
後
の
ア
ウ
ダ
ス
ト
ゥ
ス
の
キ
ケ
ロ
評
と
し
て
　
-
　
彼
は
こ
の
こ
と
を

コ

-

ン

ス

ル

後
に
後
悔
し
た
よ
う
で
あ
り
、
前
三
〇
年
に
は
、
自
分
の
同
僚
執
政
官
と
し
て
キ
ケ
ロ
の
息
子
マ
ー
ル
ク
ス
を
選
ん
で
い
る
　
-
　
プ
ル
タ

ル
コ
ス
が
伝
え
て
い
る
が
(
P
l
u
.
C
i
c
.
4
9
)
'
キ
ケ
ロ
の
著
作
の
性
格
を
評
価
す
る
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
.

幸
運
な
こ
と
に
、
キ
ケ
ロ
の
著
作
は
、
膨
大
な
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。
(
テ
ィ
ー
ロ
ー
と
い
う
名
の
キ
ケ
ロ
の
解
放
奴
隷
が
保
存
し
、
公
刊
し

(
"
・
]

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
)
ま
た
,
そ
の
文
章
は
荘
重
に
し
て
自
由
、
力
強
さ
の
う
ち
に
典
雅
さ
に
富
み
、
後
世
の
ラ
テ
ン
語
散
文
の
手
本
と
さ

れ
、
ラ
テ
ン
語
規
範
文
法
は
・
キ
ケ
ロ
の
文
章
や
言
語
の
用
法
に
範
を
と
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

T
h
e
L
o
e
b
C
l
a
s
s
i
c
a
l
L
i
b
r
a
r
y
の
キ
ケ
ロ
全
集
(
羅
英
対
訳
)
は
二
八
冊
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
散
供
し
た
著
作
の
断
片
や
プ
ラ

ト
ン
の
ラ
テ
ン
語
訳
な
ど
l
部
の
も
の
を
除
い
て
は
、
主
要
な
著
作
は
ほ
ぼ
収
め
ら
れ
て
い
る
.
こ
の
二
八
冊
は
ヽ
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
関

係
が
五
冊
(
l
冊
は
、
中
世
ま
で
キ
ケ
ロ
の
書
と
さ
れ
て
い
た
著
者
不
詳
の
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
に
宛
て
た
レ
ト
リ
ッ
ク
R
h
e
t
o
r
i
c
a
a
d
H
e
r
e
n
n
i
u
m
』

'
T
)

(
以
下
,
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
と
略
記
す
る
。
)
で
あ
る
が
)
、
法
廷
弁
論
や
元
老
院
で
の
演
説
を
含
む
実
際
の
弁
論
(
数
え
方
に
よ
っ
て
多
少
の
違

It-,

い
が
あ
を
が
、
お
よ
そ
l
〇
六
の
演
説
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
'
そ
の
う
ち
五
八
が
残
っ
て
い
る
)
が
l
O
冊
、
哲
学
的
著
作
が
六
冊
　
-
　
『
国
家

論
D
e
R
e
P
u
b
l
i
c
a
』
全
六
巻
[
r
e
p
.
]
'
『
法
律
論
D
e
L
e
g
i
b
u
s
』
三
巻
の
み
残
存
[
l
e
g
.
]
、
『
ス
ト
ア
派
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
P
a
r
a
d
o
x
a

S
t
o
i
c
o
r
u
m
』
全
一
巻
[
p
a
r
a
d
.
]
'
『
ア
カ
デ
ー
"
J
カ
A
c
a
d
e
m
i
c
a
』
全
四
巻
(
壷
が
残
存
)
[
a
c
.
]
'
『
塁
間
善
と
最
大
悪
に
つ
い
て
D
。

F
i
n
i
b
u
s
B
o
n
o
r
u
m
e
t
M
a
l
o
r
u
m
』
全
五
巻
[
f
i
n
.
]
、
『
ト
ゥ
-
ス
ク
ル
ム
論
議
(
談
義
、
論
叢
)
T
u
s
c
u
l
a
n
a
e
D
i
s
p
u
t
a
t
i
o
n
e
s
』
全
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五
巻
[
T
u
s
c
L
、
『
神
々
の
本
質
に
つ
い
て
　
(
神
性
論
　
D
e
 
N
a
t
u
r
a
D
e
o
r
u
m
』
全
三
巻
[
n
a
t
.
d
e
e
r
.
＼
n
.
d
.
1
、
『
大
力
ト
-
 
、
あ
る
い

は
老
境
に
つ
い
て
(
老
年
論
)
C
a
t
o
M
a
i
o
r
d
e
S
e
n
e
c
t
u
t
e
』
全
一
巻
[
C
a
t
o
＼
s
e
n
L
、
『
卜
占
に
つ
い
て
(
ト
占
論
)
　
D
e
D
i
≦
i
n
a
t
i
o
n
e
』

全
二
巻
[
d
i
v
.
1
'
『
宿
命
論
(
運
命
論
D
e
F
a
t
o
』
一
部
の
み
残
存
[
f
a
t
.
]
、
『
ラ
ユ
リ
ウ
ス
へ
　
あ
る
い
は
友
情
に
つ
い
て
(
友
情
論
X
L
a
e
l
i
u
s

d
e
A
m
i
c
i
t
i
a
』
全
一
巻
[
L
a
e
1
.
＼
a
m
.
]
'
『
義
務
論
D
e
O
f
f
i
c
i
i
s
』
全
三
巻
[
o
f
f
.
]
　
で
あ
り
、
日
本
で
の
キ
ケ
ロ
受
容
は
へ
　
こ
の
部
分

を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
　
-
 
、
書
簡
(
1
三
四
五
年
に
ペ
ト
ラ
ル
カ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
書
簡
の
写
本
に
は
、
八
六
四
通
の
キ
ケ
ロ
自
身
が

書
い
た
書
簡
と
キ
ケ
ロ
宛
て
の
九
〇
通
の
書
簡
が
集
め
ら
れ
て
い
た
)
I
『
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
宛
て
書
簡
集
E
p
i
s
t
u
l
a
e
 
a
d
A
t
t
i
c
u
s
』
全
l

六
巻
[
A
t
t
.
＼
a
d
A
t
t
.
1
、
『
知
人
宛
て
書
簡
集
E
p
i
s
t
u
l
a
e
a
d
F
a
m
i
l
i
a
r
e
s
』
全
一
六
巻
[
f
a
m
.
/
a
d
f
a
m
.
]
'
『
弟
ク
ィ
ー
ン
ト
ウ
ス
宛

て
書
簡
集
E
p
i
s
t
u
l
a
e
a
d
Q
u
i
n
t
u
m
F
r
a
t
r
e
m
』
全
三
巻
　
[
a
d
Q
.
f
r
.
/
Q
u
i
n
t
.
f
r
.
]
、
『
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
宛
て
書
簡
集
E
p
i
s
t
u
l
a
e
a
d

B
r
u
t
u
s
』
全
二
巻
[
a
d
B
r
u
t
.
]
　
　
　
が
七
冊
で
あ
る
。

キ
ケ
ロ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
場
合
、
も
ち
ろ
ん
、
哲
学
的
著
作
や
書
簡
も
無
視
で
き
な
い
し
、
そ
の
実
践
た
る
法
廷
弁
論
や
政
治
演

説
も
重
要
な
の
で
あ
る
が
、
当
面
の
対
象
で
あ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
七
篇
が
残
っ
て
い
る
o

①
　
『
D
e
l
n
v
e
n
t
i
o
n
e
』
全
二
巻
(
第
l
巻
は
[
五
五
章
]
　
1
〇
九
節
へ
第
二
巻
は
[
五
九
章
]
二
七
八
節
)
　
[
i
n
v
.
]
-
-
前
九
1
年
-
前

八
七
年
。

後
述
の
よ
う
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
第
一
部
門
で
あ
る
イ
ン
ウ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ー
の
部
門
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
弁
論
全
体
の
構
想
を
立

て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
材
料
・
題
材
を
発
見
す
る
た
め
の
術
と
い
う
内
容
か
ら
、
〔
題
材
の
〕
発
見
、
構
想
、
案
出
へ
　
創
案
な
ど
の
訳
語

が
あ
り
、
「
d
e
」
臥
「
～
に
つ
い
て
」
を
示
す
前
置
詞
で
あ
る
が
'
著
作
名
の
と
き
は
「
～
論
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
.
本
稿
で
は
、

(
6
)

『
発
見
・
構
想
論
』
　
と
し
た
。

②
　
『
D
e
O
r
a
t
o
r
e
』
全
三
巻
(
第
一
巻
は
[
六
二
章
]
二
六
五
節
、
第
二
巻
は
[
九
〇
章
]
三
六
七
節
へ
第
三
巻
[
六
一
章
]
は
二
三
〇
節
)
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[
d
e
o
r
.
＼
d
e
o
r
a
ニ
ー
-
前
五
五
年
。

レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
全
体
と
理
想
の
弁
論
家
像
を
、
由
九
一
年
の
九
月
に
ア
ン
ト
ー
こ
ウ
ス
と
ク
ラ
ッ
ス
ス
を
中
心
に
そ
の
他
何
人
か

が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
対
話
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
、
キ
ケ
ロ
自
身
に
よ
る
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
大

風
の
対
話
篇
　
-
　
今
日
我
々
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
　
-
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
a
d
A
t
t
.
1
3
,
1
9
,
4
)
-
ま
た
、
前
五
四
年
1

二
月
の
別
の
書
簡
(
a
d
F
a
m
.
1
,
9
,
2
3
)
の
中
で
'
キ
ケ
ロ
は
へ
こ
の
著
作
は
単
な
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
準
則
で
は
な
-
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
を
モ
デ
ル
に
し
て
書
い
た
も
の
だ
と
告
白
L
へ
さ
ら
に
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
名
も
あ
げ
て
い
る
。
キ
ケ
ロ
の
関
心
が
、
い
わ
ゆ
る
「
教
室

レ
ト
リ
ッ
ク
」
　
-
　
『
発
見
・
構
想
論
』
は
ま
さ
に
こ
の
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
を
未
熟
な
も
の
と
評
価
す
る
彼
の
意
図
が
う
か
が
え
る
-

(
7
)

1
か
ら
へ
人
間
教
育
を
も
射
程
に
入
れ
た
哲
学
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
構
築
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
o
r
a
t
o
r
を
弁
論

家
と
す
る
の
で
、
『
弁
論
家
論
』
と
な
る
。
こ
の
著
作
は
、
カ
テ
ィ
リ
ー
ナ
事
件
に
対
す
る
キ
ケ
ロ
の
処
置
が
不
当
で
あ
る
と
す
る
勢
力
が

彼
を
ロ
ー
マ
か
ら
追
放
し
'
そ
の
後
、
そ
の
追
放
が
解
か
れ
ロ
ー
マ
に
帰
還
し
た
キ
ケ
ロ
が
著
し
た
復
活
宣
言
で
あ
る
と
い
う
文
脈
か
ら

も
分
析
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
.

③
　
『
B
r
u
t
u
s
』
全
一
巻
(
[
九
二
章
]
三
三
三
節
)
[
B
r
u
t
.
]
-
-
前
四
六
年
初
め
.

弁
論
の
感
情
面
を
で
き
る
だ
け
排
除
し
て
'
厳
格
な
論
理
面
を
重
視
し
ょ
う
と
主
張
す
る
ア
ッ
テ
ィ
カ
主
義
者
(
後
に
カ
エ
サ
ル
暗
殺
の

首
謀
者
に
な
る
マ
ー
ル
ク
ス
・
ユ
ー
ニ
ウ
ス
・
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
、
英
語
読
み
で
ブ
ル
ー
タ
ス
は
そ
の
代
表
者
で
あ
る
)
に
よ
る
キ
ケ
ロ
へ
の
批
判
に

対
し
て
、
弁
論
の
ス
タ
イ
ル
・
表
現
面
を
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
キ
ケ
ロ
の
主
張
を
'
ロ
ー
マ
弁
論
家
の
歴
史
(
こ
こ
か
ら
'
本
著

作
は
、
『
著
名
弁
論
衆
論
D
e
C
l
a
r
i
s
O
r
a
t
o
r
i
b
u
s
』
と
い
う
別
名
も
あ
る
)
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
反
論
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
キ
ケ
ロ

と
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
と
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
の
対
話
と
い
う
形
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
o
審
作
名
は
、
対
話
者
の
l
人
の
名
を
と
っ
て
、
『
プ
ル
ー
ト

ゥ
ス
』
'
で
あ
る
。
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④
　
『
D
e
O
p
t
i
m
。
G
e
n
e
f
e
O
r
a
t
o
r
u
m
』
全
一
巻
(
[
七
章
]
二
三
節
)
[
o
p
t
.
g
e
n
ュ
-
-
前
四
六
年
。

ギ
リ
シ
ア
の
弁
論
家
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
ー
ス
と
ア
エ
ス
キ
ネ
-
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
の
序
文
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
翻
訳
も
公
刊

さ
れ
ず
、
序
文
も
断
片
的
な
も
の
に
終
わ
っ
た
.
理
想
の
弁
論
家
像
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
『
弁
論
家
の
最
高
・
最
上
の
類
に
つ

い
て
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
こ
と
を
よ
-
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
趣
旨
は
も
っ
と
ふ
-
ら
ま
さ
れ
て
、
次
の
『
弁
論
家
』
に

結
実
し
て
い
る
。

⑤
　
『
O
r
a
t
o
r
』
全
1
巻
(
[
七
三
早
]
二
三
八
節
)
[
o
r
.
/
o
r
a
t
.
1
　
⊥
糾
四
六
年
後
半
O

『
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
』
に
対
す
る
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
の
反
論
に
再
反
論
す
る
た
め
に
へ
プ
ル
ー
ト
ゥ
ス
宛
て
の
書
簡
の
形
式
で
書
か
れ
た
も

の
で
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
表
現
・
修
辞
部
門
、
特
に
散
文
に
お
け
る
リ
ズ
ム
の
問
題
が
論
述
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ル
を
意
の
ま

ま
に
使
用
で
き
る
デ
ー
モ
ス
テ
ネ
-
ス
が
弁
論
家
の
理
想
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
訳
と
し
て
は
う
そ
の
も
の
ず
ば
り
『
弁

論
家
』
　
で
あ
る
。

⑥
　
『
P
a
r
t
i
t
i
。
n
e
s
O
r
a
t
。
r
i
a
e
』
全
一
巻
(
[
四
〇
章
二
四
〇
節
　
[
p
a
r
t
.
＼
p
a
r
t
.
O
r
.
]
-
-
前
四
六
年
末
-
前
四
五
年
初
。

キ
ケ
ロ
が
'
ア
テ
ナ
イ
ヘ
勉
学
に
墜
且
つ
息
子
マ
ー
ル
ク
ス
の
問
い
に
答
え
て
弁
論
術
の
解
説
を
す
る
と
い
う
形
で
書
か
れ
た
レ
ト
リ

ッ
ク
理
論
の
概
説
・
入
門
書
で
あ
る
O
弁
論
家
の
能
力
v
I
S
　
レ
ト
リ
ッ
ク
の
パ
ル
ス
)
へ
弁
論
o
r
a
t
i
o
そ
の
も
の
(
弁
論
の
パ
ル
ス
)
、
問

い
q
u
a
e
s
t
i
o
(
レ
ト
リ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア
)
の
三
つ
の
観
占
ぶ
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
ら
れ
る
　
p
a
r
t
i
t
i
o
と
は
、
全
体
が
ま
ず
あ
っ
て
そ
れ

を
部
分
に
区
分
・
分
割
し
て
い
-
d
i
v
i
s
i
o
と
い
う
T
種
の
清
輝
的
な
定
義
の
方
法
と
は
異
な
り
、
各
部
分
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

全
体
を
定
義
す
る
1
種
の
帰
納
的
な
定
義
の
方
法
で
あ
る
(
C
i
c
.
t
o
p
.
2
8
)
c
し
た
が
っ
て
へ
こ
の
著
作
は
、
弁
論
術
を
各
構
成
部
分
を
列

挙
す
る
こ
と
に
よ
り
へ
示
そ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
の
で
、
『
弁
論
術
の
部
分
列
挙
』
が
適
切
な
訳
語
で
あ
ろ
う
。

⑦
　
『
T
o
p
i
c
a
』
全
1
巻
(
[
二
六
章
二
○
○
節
)
[
t
o
p
.
]
-
-
前
四
四
年
夏
。
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ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
同
名
の
著
作
を
、
友
人
の
法
学
者
ト
レ
バ
ー
テ
ィ
ウ
ス
・
チ
-
ス
タ
T
r
e
b
a
t
i
u
s
T
e
s
t
a
の
た
め
に
解
説
し
た
著

作
で
あ
る
が
、
旅
の
途
中
、
船
中
で
、
参
考
文
献
な
し
に
記
憶
に
頼
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
成
立
事
情
も
手
伝
っ
て
か
、
現
存
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
『
ト
ビ
カ
』
と
の
関
連
性
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
-
な
い
。
た
だ
、
ト
ポ
ス
の
説
明
の
た
め
に
引
か
れ
る
例
が
、
ほ
と
ん
ど
法
律

関
係
の
例
で
あ
り
(
「
あ
な
た
た
ち
法
学
者
」
と
い
う
呼
び
掛
~
け
が
何
度
も
な
さ
れ
て
い
る
)
、
法
学
者
と
弁
論
家
の
関
係
を
示
す
例
と
し
て
よ
-

引
用
さ
れ
る
「
こ
れ
は
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
.
キ
ケ
ロ
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
」
と
い
う
事
実
問
題
に
つ
い
て
の
言
明
I

I
キ
ケ
ロ
の
著
作
に
よ
Y
見
ら
れ
る
自
画
自
賛
の
1
例
で
あ
る
　
-
　
も
本
書
に
見
ら
れ
る
(
C
i
c
.
t
o
p
.
5
1
)
c
拠
点
論
、
論
拠
集
へ
ト
ポ
ス

論
な
ど
の
訳
語
も
可
能
で
あ
る
が
'
『
ト
ビ
カ
』
で
さ
し
つ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
「
T
o
p
i
k
」
、
英
語
で
は
「
T
o
p
i
c
s
」

と
な
る
。

以
上
七
篇
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
関
係
の
著
作
は
、
全
体
と
し
て
体
系
構
想
が
1
貫
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
-
、
用
語
も
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
。
最
初
の
著
作
と
最
後
の
著
作
の
間
に
は
、
キ
ケ
ロ
の
政
治
家
と
弁
論
家
と
し
て
の
経
験
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
の
理
解
に

つ
い
て
も
、
特
に
執
筆
時
期
と
の
連
関
か
ら
、
歴
史
的
状
況
の
中
に
は
め
こ
ん
で
、
社
会
史
的
に
検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

二
　
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
全
体
構
想

レ
ト
リ
ッ
ク
の
教
科
書
は
'
何
よ
り
も
実
践
的
な
弁
論
の
し
か
た
、
つ
ま
り
そ
の
技
術
に
関
す
る
数
々
の
プ
ラ
エ
ケ
ブ
タ
p
r
a
e
c
e
p
t
a

[
-
準
則
へ
　
ル
ー
ル
]
　
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
'
キ
ケ
ロ
自
身
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
た
め
に
通
称
『
発
見
・
構
想
論
』
と
呼

ば
れ
る
著
作
に
お
い
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
全
体
　
-
　
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
ケ
ロ
は
そ
れ
を
五
つ
の
部
門
に
分
け
る
　
-
　
を
論
じ
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る
意
図
を
も
っ
て
い
た
、
つ
ま
り
書
き
始
め
た
と
き
は
、
第
一
の
部
門
の
み
で
こ
の
著
作
が
中
絶
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
o
そ
こ
で
、
彼
は
、
ま
ず
第
l
巻
の
冒
頭
!
i
n
v
.
1
,
1
-
5
)
で
弁
論
術
o
r
a
t
o
r
i
a
と
雄
弁
術
e
l
o
q
u
e
n
t
i
a
が
キ
ー
ウ
イ
タ
-
ス
c
i
v
i
t
a
s

[
-
国
家
へ
共
同
体
]
に
対
し
、
利
益
を
与
え
る
も
の
か
、
害
に
な
る
も
の
か
を
簡
単
に
論
じ
た
後
(
こ
の
部
分
は
、
最
初
か
ら
書
か
れ

て
い
た
の
で
は
な
く
'
公
刊
さ
れ
た
と
き
に
付
け
加
え
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
)
、
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
の
総
論
と
も
言
え
る
問
題
、
つ
ま

'
-
'
I

り
レ
ト
リ
ッ
ク
の
全
体
構
想
、
つ
ま
り
レ
ト
リ
ッ
ク
教
科
書
で
は
何
を
扱
う
べ
き
か
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
術
そ
の
も
の
が
、
ど
の
よ
う
な
ゲ
ヌ
ス
g
e
n
u
s
[
-
類
]
に
属
す
る
か
、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
ど

の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
か
、
ど
の
よ
う
な
オ
ッ
フ
ィ
キ
ウ
ム
o
f
f
i
c
i
u
m
[
-
任
務
]
を
も
つ
か
、
ど
の
よ
う
な
フ
ィ
ニ
ス
f
i
n
i
s
[
-
目
的
]

を
も
つ
か
、
ど
の
よ
う
な
マ
テ
リ
ア
m
a
t
e
r
i
a
[
-
素
材
・
題
材
]
を
扱
う
か
、
ど
の
よ
う
な
パ
ル
ス
p
a
r
s
[
-
部
分
・
部
門
]
　
に
分
け

ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
第
1
の
問
題
で
あ
る
が
、
「
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
ス
・
ラ
テ
ィ
オ
ー
c
i
v
i
l
i
s
r
a
t
i
o
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
分
野
が
あ
り
、
-
-
そ
の

大
き
な
豊
か
な
一
つ
の
部
分
が
ア
ケ
ア
ィ
フ
ィ
キ
オ
ー
サ
・
エ
ロ
ク
ェ
ン
テ
ィ
ア
a
r
t
i
f
i
c
i
o
s
a
e
l
o
q
u
e
n
t
i
a
で
あ
り
、
そ
れ
が
レ
ト
リ

ッ
ク
r
h
e
t
o
r
i
c
a
と
呼
ば
れ
る
」
と
ぎ
れ
る
(
i
n
v
.
1
,
6
)
-
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
ス
と
は
、
キ
ー
ウ
ィ
ク
ー
ス
c
i
v
i
t
a
s
[
-
市
民
の
共
同
体
、

(
7
・
)

国
家
、
ギ
リ
シ
ア
風
に
言
え
ば
ポ
リ
ス
(
都
市
国
家
)
]
に
関
す
る
と
い
う
形
容
詞
で
あ
り
、
ラ
テ
ィ
オ
ー
と
は
、
理
性
的
な
'
筋
の
通
っ

た
取
り
扱
い
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
ロ
ゴ
ス
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
以
下
に
お
い
て
こ
れ
が
ス
キ

エ
ン
テ
ィ
ア
s
c
i
e
n
t
i
a
と
言
い
換
え
ら
れ
て
.
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
知
識
・
学
問
を
意
味
し
て
い
る
と

見
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
s
c
i
e
n
t
i
f
i
c
s
y
s
t
e
m
と
い
う
英
訳
も
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。
a
r
t
i
f
i
c
i
o
s
u
s
は
、
ア
ル
ス
[
-
術
]

に
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
'
そ
れ
が
わ
ざ
わ
ざ
e
l
o
q
u
e
n
t
i
a
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
エ
ロ
ク
ェ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
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補
に
か
な
っ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
へ
術
に
か
な
っ
た
も
の
を
。
r
a
t
。
r
i
a
、
す
な
わ
ち
弁
論
術
と
い
う
と
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
が
文
脈
に
よ
っ
て
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
指
す
場
合
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
、
エ

ロ
ク
ェ
ン
テ
ィ
ア
は
,
単
な
る
「
雄
弁
」
、
つ
ま
り
特
に
術
の
裏
づ
け
の
な
い
個
人
的
な
す
ぐ
れ
た
能
力
に
よ
り
行
わ
れ
を
も
の
を
指
し
、

そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ラ
ト
リ
ア
-
レ
ト
リ
ッ
ク
は
術
の
裏
づ
け
が
あ
り
、
そ
れ
故
、
学
び
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
訳
語
と

し
て
は
り
「
弁
論
術
」
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
(
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
と
す
れ
ば
'
「
雄
弁
術
」
と
い
う
の
は
、
多
少
、
不
適
切
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
)
そ
し
て
、
「
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
ス
・
ス
キ
エ
ン
テ
ィ
ア
c
i
v
i
l
i
s
s
c
i
e
n
t
i
a
に
は
雄
弁
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
る
者
た
ち
に
は
賛
成
せ

ず
、
雄
弁
が
レ
ー
ト
ル
[
=
弁
論
者
]
の
個
人
的
な
力
と
わ
ざ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
見
と
も
一
致
し
な
い
」
と
し
た
上
で
、

弁
論
術
の
能
力
o
r
a
t
o
r
i
a
f
a
c
u
l
t
a
s
は
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
T
(
・
ス
キ
エ
ン
テ
ィ
ア
の
1
部
で
あ
る
と
結
論
す
る
(
i
n
v
.
1
,
6
)
c

キ
ケ
ロ
は
こ
の
個
所
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
明
示
的
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
考
え
方
と
ま
っ

た
く
l
致
し
て
い
る
O
ア
リ
入
ト
テ
レ
ス
の
知
の
体
系
は
'
人
間
行
動
の
見
る
、
行
う
、
作
る
に
対
応
し
て
、
観
想
的
・
理
論
的
な
学
、

実
践
的
な
学
、
制
作
の
術
へ
そ
し
て
道
具
た
る
オ
ル
ガ
ノ
ン
か
ら
成
る
と
さ
れ
る
が
'
レ
ト
リ
ッ
ク
は
'
通
常
『
詩
学
』
と
訳
さ
れ
る
『
制

作
論
P
e
r
i
P
o
i
e
t
i
k
e
s
　
〔
ギ
〕
＼
P
o
e
t
i
c
a
』
と
並
ん
で
、
制
作
の
術
に
属
し
'
「
分
析
的
な
学
問
〔
-
オ
ル
ガ
ノ
ン
の
中
の
推
論
を
扱
う

も
の
〕
と
性
格
を
取
り
扱
う
政
治
学
の
部
門
〔
-
倫
理
学
〕
と
か
ら
合
成
さ
れ
た
も
の
」
(
A
r
i
s
t
.
R
h
e
t
.
1
,
4
,
4
.
1
3
5
9
b
9
)
で
あ
り
'
ま

た
弁
論
は
政
治
に
従
属
す
る
(
A
r
i
s
t
.
N
E
l
,
2
.
1
0
9
4
b
)
と
さ
れ
る
o
こ
こ
で
い
う
政
治
学
は
、
ポ
リ
テ
ィ
ケ
I
p
o
l
i
t
i
k
e
〔
ギ
〕
で
あ

り
、
ポ
リ
ス
に
関
す
る
学
問
の
こ
と
で
あ
り
'
c
i
v
i
l
i
s
と
重
な
る
と
思
わ
れ
る
o

第
二
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
任
務
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
三
の
目
的
と
関
連
し
.
て
論
じ
ら
れ
る
(
i
n
v
.
1
,
6
)
c
ま
ず
、
任
務
と

い
う
訳
語
を
与
え
た
o
f
f
i
c
i
u
m
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
キ
ケ
ロ
の
お
そ
ら
-
最
も
名
の
知
ら
れ
て
い
る
著
書
『
義
務
に
つ
い
て
(
義
務
論
)



、07⊥2

郵299
HHU早

HHH巻61学汰良伝

D
e
O
f
f
i
c
i
i
s
』
　
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
語
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
人
ビ
し
て
、
市
民
ま
た
は
公
人
と
し
て
の
、
道
徳

([・.I

的
な
　
『
任
務
の
完
遂
』
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
.
(
ま
た
、
後
世
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
去
学
説
愛
慕
D
i
g
e
s
t
a
』
で
は
'
執
政
官
(
D
.
1
,

1
0
)
　
や
法
務
官
(
D
.
1
,
1
4
)
等
の
政
務
官
の
な
す
べ
き
こ
と
へ
　
つ
ま
り
そ
の
職
に
就
い
た
者
の
職
務
・
職
責
を
指
す
場
合
に
o
f
f
i
c
i
u
m
と
い
う
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
)
そ
し
て
へ
レ
ト
リ
ッ
ク
の
o
f
f
i
c
i
u
m
と
い
う
場
合
は
'
「
何
が
な
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
q
u
i
d
f
i
e
r
i
c
o
n
v
e
n
i
a
t
」
、

あ
る
い
は
　
「
彼
が
な
す
べ
き
こ
と
i
d
q
u
o
d
f
a
c
e
r
e
d
e
b
e
t
」
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
　
レ
ト
リ
ッ
ク
を

用
い
る
者
が
果
た
す
べ
き
任
務
へ
役
割
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
〔
聴
衆
を
〕
説
得
す
る
の
に
適
す
る
よ
う
に
語
る
こ
と
d
i
c
e
r
e

a
d
a
p
p
o
s
i
t
e
a
d
p
e
r
s
u
a
s
i
o
n
e
m
」
な
の
で
あ
る
。
他
方
、
目
的
に
お
い
て
は
「
何
が
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か

q
u
i
d
e
f
f
i
c
i
c
o
n
v
e
n
i
a
t
j
'
あ
る
い
は
　
「
彼
が
そ
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
i
l
l
u
d
c
u
i
u
s
c
a
u
s
a
f
a
c
e
r
e
d
e
b
e
t
」
が
考
察
さ
れ
る
の
で

あ
り
へ
　
そ
れ
は
「
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
　
〔
聴
衆
を
〕
説
得
す
る
こ
と
p
e
r
s
u
a
d
e
r
e
d
i
c
t
i
o
n
e
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
医
者
、
つ
ま
り
医
術
の

使
い
手
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
語
ら
れ
へ
そ
の
任
務
は
「
〔
患
者
を
〕
健
康
に
す
る
の
に
適
す
る
よ
う
に
医
術
を
施
す
こ
と
c
u
r
a
r
e
a
d
s
a
n
a
n
d
u
m

a
p
p
o
s
i
t
e
」
で
あ
り
へ
　
そ
の
目
的
は
「
医
術
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
　
〔
患
者
を
〕
健
康
に
す
る
こ
と
s
a
n
a
r
e
c
u
r
a
t
i
o
n
e
」
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
弁
論
家
の
目
的
は
聴
衆
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
が
言
葉
を
語
る
こ
と
な
の
で
あ
り
'
他
方
、

医
者
の
場
合
は
、
目
的
は
患
者
を
健
康
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
が
医
術
を
施
す
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場

合
も
へ
　
そ
の
任
務
に
お
い
て
最
善
を
尽
-
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
必
ず
し
も
目
的
が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
-
、
弁
論
家
の
場
合
、
相

手
は
説
得
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ず
、
訴
訟
の
場
合
に
は
敗
訴
の
結
果
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
医
者
の
場
合
は
'
手
当
の
甲
斐
な
く
患

者
は
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
最
善
を
尽
-
す
と
い
う
こ
と
が
、
任
務
、
つ
ま
り
、
な
す
べ
き
こ

と
な
の
で
あ
る
。
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第
四
は
、
弁
論
術
の
マ
テ
リ
ア
[
=
素
材
、
材
料
、
題
材
]
、
つ
ま
り
弁
論
対
象
物
R
e
d
e
g
e
g
e
邑
a
ロ
d
に
づ
い
て
で
あ
る
。
マ
テ
リ

ア
と
は
、
医
術
の
マ
テ
リ
ア
と
は
そ
れ
が
取
り
扱
う
病
気
と
け
が
で
あ
完
の
と
同
じ
よ
う
に
、
「
術
全
体
が
'
そ
し
て
そ
の
術
に
基
づ
い
て

作
り
上
げ
ら
れ
た
酪
力
f
a
c
u
l
t
a
s
が
取
り
扱
う
も
の
」
、
「
弁
論
家
の
術
と
能
力
が
取
り
扱
う
レ
ー
ス
[
-
事
柄
、
対
象
物
]
」
(
i
n
v
.
1
,
7
)

で
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ス
ト
の
ゴ
ル
ギ
ア
ス
や
前
二
世
紀
の
テ
ム
ノ
ス
の
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
問
題
で
も
扱
い
層

る
と
し
て
、
マ
テ
リ
ア
を
無
限
に
広
げ
て
い
た
。
も
っ
と
も
へ
　
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
自
身
は
'
マ
テ
リ
ア
を
カ
ウ
サ
c
a
u
s
a
(
特
定
の
個
人
に
言

及
す
ゑ
升
論
に
お
け
る
争
い
)
と
ク
ァ
エ
ス
テ
ィ
オ
ー
q
u
a
e
s
t
i
o
　
(
特
定
の
個
人
に
言
及
し
な
い
弁
論
に
お
け
る
争
い
)
と
に
二
分
す
る
の
だ

が
、
ど
ち
ら
も
弁
論
家
の
扱
う
マ
テ
リ
ア
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
が
'
キ
ケ
ロ
は
'
後
者
は
哲
学
者
の
マ
テ
リ
ア
だ
と
批
判
す
る
。
こ

の
分
け
方
は
、
後
に
キ
ケ
ロ
に
よ
っ
て
、
ク
ァ
エ
ス
テ
ィ
オ
ー
[
-
問
い
]
　
-
　
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
そ
れ
と
は
異
な
る
　
-
　
の
二
つ
の
類

の
問
題
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
(
C
i
c
.
t
o
p
.
7
9
f
f
.
)
　
す
な
わ
ち
、
限
定
的
な
問
い
q
u
a
e
s
t
i
o
d
e
f
i
n
i
t
a
と
無
限
定
的
な
問
い
q
u
a
e
s
t
i
o

i
n
f
i
n
i
t
a
で
あ
り
'
前
者
は
'
c
a
u
s
a
＼
h
y
p
o
t
h
e
s
i
s
〔
ギ
〕
で
あ
り
、
後
者
は
p
r
o
p
o
s
i
t
u
m
/
t
h
e
s
i
s
〔
ギ
〕
の
こ
と
で
あ
る
.
現
在
の
レ

ォ
)

ト
リ
ッ
ク
理
論
の
標
準
的
教
科
書
の
著
者
で
あ
る
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
問
い
の
具
体
度
に
関
す
る
区
別
で
あ
り
、
前
者
が

具
体
約
・
個
別
的
・
実
践
的
問
い
で
、
そ
の
モ
デ
ル
は
訴
訟
事
件
で
あ
り
、
後
者
が
抽
象
的
・
1
般
的
・
理
論
的
問
い
で
、
本
来
は
哲
学

の
領
分
で
あ
る
　
(
L
a
u
s
b
.
ァ
6
8
f
.
)

結
論
的
に
は
、
キ
ケ
ロ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
弁
論
対
象
の
限
定
と
区
分
に
従
っ
て
、
あ
る
一
定
の
マ
テ
リ
ア
に
限
定
し
、
そ
れ

ら
を
以
下
の
三
つ
の
ゲ
メ
ス
　
[
-
類
]
　
に
分
け
る
(
i
n
v
.
1
,
7
)
-
(
こ
の
部
分
は
、
キ
ケ
ロ
が
簡
単
な
定
義
的
な
規
定
を
与
え
て
い
る
だ
け
な
の

で
、
適
宜
、
説
明
を
補
充
し
た
　
(
V
g
1
.
L
a
u
s
b
.
ァ
5
9
-
6
5
)
)
-

①
　
g
e
n
u
s
d
e
m
o
n
s
t
r
a
t
i
v
u
m
は
、
「
あ
る
特
定
の
人
物
に
称
賛
l
a
u
s
ま
た
は
非
難
v
i
t
u
p
e
r
a
t
i
o
を
割
り
当
て
る
」
も
の
で
(
g
e
n
u
s

l
a
u
d
a
t
i
v
u
m
　
(
Q
u
i
n
t
.
3
,
7
,
2
8
)
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
る
)
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
語
で
は
h
 
g
e
n
o
s
e
p
i
d
e
i
k
t
i
k
o
n
〔
ギ
〕
で
あ
り
、
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ヽ

日
本
語
と
し
て
は
'
「
準
蒜
」
、
「
展
示
類
」
な
ど
が
あ
る
が
、
祝
典
,
祭
典
、
葬
送
式
典
(
そ
れ
故
,
聴
衆
は
、
弁
論
を
受
動
的
に
享
受
す

る
だ
け
の
見
物
人
で
あ
る
)
な
ど
行
わ
れ
る
場
を
考
慮
し
て
、
「
儀
式
弁
論
」
、
「
儀
礼
弁
論
」
,
「
記
念
演
説
」
と
い
う
訳
語
も
用
い
ら
れ
る
。

キ
ケ
ロ
は
こ
こ
で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
対
象
が
人
物
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
-
、
ま
た
、
こ
の
類
で
追
求
さ
れ
る
価
値
は
、
名
誉
h
o
n
e
s
t
u
m

と
恥
辱
t
u
r
p
e
で
あ
る
。

②
g
e
n
u
s
d
e
l
i
b
e
r
a
t
i
v
u
m
は
'
「
共
同
体
〔
国
家
、
_
都
市
〕
~
に
関
す
る
論
争
d
i
s
c
e
p
t
a
t
i
o
c
i
v
i
l
i
s
に
お
い
て
意
見
の
表
明
s
e
n
t
e
n
t
i
a
e

d
i
c
t
i
o
を
含
む
」
も
の
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
語
で
は
、
g
e
n
o
s
s
y
m
b
o
u
-
e
u
t
i
k
o
n
〔
ギ
〕
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て
は
二
審
議

類
」
、
「
提
議
類
」
な
ど
が
あ
る
が
、
将
来
の
行
動
に
つ
い
て
決
議
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
民
会
、
元
老
院
(
そ
れ
故
、
聴
衆
は
↓
決
議
に

参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
)
な
ど
行
わ
れ
る
場
を
考
慮
し
て
、
「
議
会
弁
論
」
や
「
政
治
弁
論
」
と
い
う
訳
語
も
用
い
ら
れ
る
。
キ

ヶ
ロ
は
こ
こ
で
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
る
と
忠
告
と
諌
止
が
目
的
で
あ
り
、
追
求
さ
れ
る
価
値
は
利
害
・
効
用
u
t
i
l
i
t
a
s

であ蝣Q> 'J

③
g
e
n
u
s
i
u
d
i
c
i
a
l
e
は
、
「
訴
訟
に
お
い
て
訴
追
a
c
c
u
s
a
t
i
o
と
弁
護
d
e
f
e
n
s
i
o
,
請
求
p
e
t
i
t
i
o
と
請
求
拒
絶
r
e
c
u
s
a
t
i
o
を
含

む
」
も
の
で
'
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
用
語
で
は
、
g
e
コ
O
s
d
i
k
a
n
i
k
o
n
〔
ギ
〕
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て
は
、
「
訴
訟
類
」
が
あ
る
が
、
過

(
3
)

去
の
行
為
事
実
f
a
c
t
u
m
(
事
件
)
に
つ
い
て
審
判
人
・
裁
判
官
(
そ
れ
故
へ
聴
衆
は
、
判
決
を
下
す
権
限
を
有
す
る
者
で
あ
る
)
の
判
断
を
求

め
る
と
い
う
訴
訟
が
行
わ
れ
る
場
を
考
慮
し
て
、
「
法
廷
弁
論
」
と
い
う
訳
語
も
用
い
ら
れ
る
。
追
求
さ
る
べ
き
価
値
は
、
正
l
u
s
t
u
m

不
正
m
i
u
s
t
u
m
で
あ
る
。
レ
ト
リ
ッ
ク
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
性
格
は
、
必
然
的
に
対
立
・
対
抗
構
造
-
そ
の
敵
対
的
な
勝

負
が
ア
ー
ク
テ
ィ
オ
ー
a
c
t
・
i
o
で
あ
る
-
を
も
つ
訴
訟
類
に
お
い
て
最
も
顕
著
で
あ
り
(
審
議
類
に
お
い
て
は
、
対
立
す
る
意
見
表
明
が

必
ず
し
も
な
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
'
演
示
類
に
お
い
て
は
、
明
示
的
な
対
立
は
な
い
)
(
L
a
u
s
b
.
ァ
6
3
)
'
レ
-
リ
ッ
ク
理
論
は
訴
訟
類
を
中
心
に

精
微
化
さ
れ
'
そ
れ
と
の
関
連
性
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
論
じ
る
と
い
う
形
で
'
他
の
二
類
が
論
じ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
.
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ム

な
お
、
訴
訟
類
が
他
の
類
に
比
べ
て
異
常
な
ほ
ど
の
発
達
を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
の
当
時
の
訴
訟
制
度
及
び

裁
判
実
務
の
実
情
を
勘
案
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
.
特
に
、
キ
ケ
ロ
の
時
代
の
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
へ
刑
事
訴
訟
!
特
に
、
私
人

で
あ
る
訴
追
者
の
訴
訟
提
起
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
法
務
官
の
訴
訟
指
揮
下
に
お
い
て
'
原
告
で
あ
る
訴
追
者
と
、
弁
護
人
の
助
力
を
う

け
る
被
告
人
が
、
独
立
・
対
等
の
地
位
を
保
ち
な
が
ら
訴
訟
を
追
行
し
、
数
十
名
か
ら
な
る
審
判
入
団
(
裁
判
官
と
い
う
官
職
は
な
い
)
が
、

1
種
の
陪
審
員
団
と
し
て
判
決
を
下
す
と
い
う
構
造
を
も
つ
常
設
査
問
所
手
続
q
u
a
e
s
t
i
o
n
e
s
p
e
r
p
e
t
u
a
e
-
 
、
及
び
、
民
事
訴
訟
1

-
法
務
官
p
r
a
e
t
o
r
面
前
で
の
法
廷
手
続
(
i
n
i
u
r
e
)
、
す
な
わ
ち
、
原
告
・
被
告
双
方
出
頭
の
下
に
、
法
学
者
の
助
言
に
よ
り
法
務
官

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
双
方
の
合
意
に
よ
る
方
式
書
f
o
r
m
u
l
a
(
審
判
人
の
任
命
へ
争
点
の
整
理
及
び
決
定
、
被
告
有
責
の
場
合
の
判
決
内
容
の

指
示
な
ど
を
内
容
と
す
る
文
書
)
を
作
成
す
る
手
続
と
、
審
判
人
i
u
d
e
潔
面
前
で
の
審
判
人
手
続
(
a
p
u
d
i
u
d
i
c
e
m
)
'
す
な
わ
ち
、
任
命
さ

れ
た
審
判
人
が
証
拠
調
を
し
て
、
す
な
わ
ち
両
者
の
弁
論
を
聴
い
て
、
判
決
を
下
す
(
方
式
書
の
文
言
に
完
全
に
拘
束
さ
れ
る
)
手
続
と
い
う

二
分
さ
れ
た
手
続
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
方
式
書
訴
訟
、
特
に
、
一
〇
〇
人
以
上
の
審
判
入
団
か
ら
な
る
へ
高
額
の
回
収
訴
訟
に
管
轄
権

を
有
す
る
百
人
審
判
所
c
e
n
t
u
m
v
i
n
I
は
、
い
ず
れ
も
、
弁
論
家
の
活
動
に
最
も
適
合
す
る
制
度
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮
し
な

(
2
)

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
第
五
は
,
レ
ト
リ
ッ
ク
の
術
の
パ
ル
ス
p
a
r
s
(
正
確
に
は
、
複
数
あ
る
の
で
'
複
数
形
の
p
a
r
t
e
s
パ
ル
テ
-
ス
で
あ
ろ
う
が
)
[
-

構
成
部
分
]
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
つ
の
部
門
に
分
け
ら
れ
る
(
i
n
v
.
1
,
9
)
c

①
　
イ
ン
ウ
ェ
ン
テ
ィ
オ
ー
i
n
v
e
n
t
i
o
(
h
e
u
r
e
s
i
s
〔
ギ
〕
)
と
は
'
「
e
x
c
o
g
i
t
a
t
i
o
r
e
r
u
m
v
e
r
a
r
u
m
a
u
t
v
e
r
i
s
i
m
i
l
i
u
m
q
u
a
e
c
a
u
s
a
m

p
r
o
b
a
b
i
l
e
m
r
e
d
d
a
n
t
」
で
あ
る
　
e
x
c
o
g
i
t
a
t
i
o
は
「
発
見
・
案
出
・
考
案
・
創
案
」
で
あ
り
、
発
見
さ
れ
る
も
の
が
r
e
s
v
e
r
a
e
a
u
t

v
e
r
i
s
i
m
i
l
e
s
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
1
0
0
%
真
実
で
あ
る
、
疑
い
の
余
地
の
な
い
レ
ー
ス
[
=
も
の
]
か
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
は
い
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か
な
く
と
も
、
真
実
に
類
似
し
、
真
実
ら
し
-
見
え
る
レ
ー
ス
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
レ
ー
ス
は
、
「
そ
の
弁
論
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

ヵ
ゥ
サ
を
プ
ロ
パ
ー
ビ
リ
ス
p
r
o
b
a
b
i
l
i
s
[
-
-
も
っ
と
も
ら
し
い
も
の
へ
説
得
力
あ
る
も
の
へ
蓋
然
的
な
も
の
へ
通
念
に
か
な
っ
た
も
の
]

に
す
る
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
し
た
が
っ
て
、
m
v
e
n
t
i
o
は
弁
論
で
扱
う
べ
き
題
材
の
発
見
・
案
出
に
か
か
わ
る
部
門
で
あ
り
、

「
発
見
部
門
」
と
い
う
訳
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
門
で
は
、
マ
テ
リ
ア
の
三
つ
の
類
に
対
応
し
て
、
後
述
す
る
ス
タ
ト
ゥ

ス
論
と
個
々
の
オ
ー
ラ
ー
テ
ィ
オ
ー
o
r
a
t
i
o
[
=
弁
論
]
の
構
成
部
分
と
が
扱
わ
れ
る
の
で
、
弁
論
の
全
体
構
想
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
は
、
「
発
見
・
構
想
部
門
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
、
キ
ケ
ロ
の
著
作
も
そ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

②
　
デ
ィ
ス
ポ
シ
テ
ィ
オ
ー
d
i
s
p
o
s
i
t
i
o
(
t
a
x
i
s
〔
ギ
〕
)
と
は
'
「
r
e
r
u
m
i
n
v
e
n
t
a
r
u
m
i
n
o
r
d
i
n
e
m
d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
」
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
第
一
の
発
見
部
門
で
「
発
見
さ
れ
た
題
材
を
、
あ
る
〓
正
の
順
序
o
r
d
o
に
分
配
す
る
こ
と
、
あ
る
秩
序
に
割
り
振
る
こ
と
」
で

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
配
列
部
門
」
と
い
う
訳
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
弁
論
全
体
の
構
想
は
、
す
で
に
発
見
・
構
想
部
門
の
扱
う

範
囲
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
門
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
部
分
で
は
な
い
。

③
エ
ー
ロ
ク
ー
テ
ィ
オ
ー
e
l
o
c
u
t
i
o
(
l
e
x
i
s
〔
ギ
〕
)
と
は
'
「
i
d
o
n
e
o
r
u
m
v
e
r
b
o
r
u
m
a
d
i
n
v
e
n
t
i
o
n
e
m
a
c
c
o
m
o
d
a
t
i
o
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
'
発
見
部
門
で
発
見
さ
れ
た
題
材
で
組
み
立
て
ら
れ
る
「
構
想
に
、
適
切
な
言
語
表
現
v
e
r
b
u
m
を
適
合
さ
せ
る
こ
と
」
で

あ
_
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ー
ス
[
-
題
材
・
内
容
]
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
'
「
表
現
部
門
」
が
適
切
で
あ
ろ
う

が
'
あ
る
い
は
、
後
に
　
-
　
共
和
制
期
に
レ
ト
リ
ッ
ク
が
も
っ
て
い
た
政
治
的
意
味
合
い
が
、
帝
政
期
以
降
、
ま
っ
た
く
薄
れ
て
い
く
に

っ
れ
、
学
校
で
の
練
習
演
説
中
心
に
な
り
　
-
　
こ
の
部
分
の
み
に
重
点
が
お
か
れ
、
こ
こ
が
レ
ト
リ
ッ
ク
の
中
核
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
修
辞
部
門
」
と
い
う
訳
も
考
え
ら
れ
る
。
後
に
、
「
文
体
論
S
旦
i
s
t
i
c
s
」
に
発
展
す
る
の
は
、
こ
の
部
門
で
あ
る
。

④
　
メ
モ
リ
ア
m
e
m
o
r
i
a
(
m
n
e
m
e
〔
ギ
〕
)
と
は
'
「
f
i
r
m
a
a
n
i
m
i
r
e
r
u
m
a
c
v
e
r
b
o
r
u
m
p
e
r
c
e
p
t
i
o
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
発

見
さ
れ
た
「
レ
ー
ス
[
-
題
材
]
と
そ
れ
に
与
え
ら
れ
た
言
語
表
現
を
頭
の
中
に
し
っ
か
り
と
捕
捉
し
て
お
く
こ
と
」
で
あ
る
。
レ
ト
リ
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ッ
ク
が
想
定
し
て
い
る
弁
論
は
、
か
な
り
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
た
っ
た
一
人
で
演
説
を
ぶ
つ
の
で
あ
る
が
(
刑
事
事
件
の
場
合
、
法
廷
で

審
判
人
(
団
)
の
面
前
で
、
訴
追
側
に
た
つ
弁
論
家
は
へ
.
主
た
る
訴
追
者
で
あ
れ
ば
四
時
間
、
補
助
的
な
訴
追
者
で
あ
れ
ば
二
時
間
、
被
告
人
の
弁
護

(
3
)

を
す
る
弁
論
家
は
訴
追
側
の
二
倍
の
時
間
弁
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
)
、
そ
れ
を
草
稿
を
見
な
か
ら
行
う
よ

う
で
は
'
聴
衆
の
心
を
と
ら
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
-
、
聴
衆
の
反
応
を
計
算
に
い
れ
な
が
ら
、
と
う
と
う
と
弁
じ
な
け
れ
ば
効
果
的
で

は
な
い
。
そ
れ
故
、
語
る
べ
き
こ
と
を
予
め
記
憶
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
際
の
場
で
思
い
出
す
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
レ
ト
リ
ッ
ク
の
一

部
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
「
記
憶
部
門
」
と
い
う
訳
が
適
切
で
あ
る
。
後
世
、
こ
こ
か
ら
「
記
憶
術
」

が
発
生
し
て
ゆ
-
0

⑤
　
ブ
ロ
ー
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ア
ー
チ
ィ
オ
ー
p
r
o
n
u
n
t
i
a
t
i
o
(
h
y
p
o
k
r
i
s
i
s
〔
ギ
〕
)
と
は
'
「
e
x
r
e
r
u
m
e
t
v
e
r
b
o
r
u
m
d
i
g
n
i
t
a
t
e
v
o
c
i
s

e
t
c
o
r
p
o
n
s
m
o
d
e
r
a
t
i
o
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
発
見
さ
れ
た
「
題
材
と
そ
れ
に
与
え
ら
れ
た
言
語
表
現
の
価
値
・
品
位
に
し
た
が
っ
て
、

声
の
出
し
方
と
体
の
動
か
し
方
・
身
振
り
手
振
り
を
あ
や
つ
っ
て
そ
れ
が
適
度
な
も
の
に
な
る
よ
う
.
t
l
調
整
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
」

で
あ
る
.
す
な
わ
ち
、
以
上
の
四
部
門
を
す
べ
て
終
え
た
後
に
、
実
際
に
聴
き
手
の
前
で
、
耳
と
目
に
、
つ
ま
り
感
覚
的
情
動
的
な
面
に

訴
え
か
け
、
聴
-
気
の
な
い
あ
る
い
は
反
感
を
も
っ
て
い
る
聴
衆
を
も
説
得
し
、
自
己
の
意
見
を
受
容
さ
せ
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
(
現
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
h
y
p
o
k
r
i
s
i
s
は
、
舞
台
で
あ
る
役
を
演
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
演
劇
用
語
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
)

そ
れ
は
、
や
り
す
ぎ
れ
ば
反
対
の
効
果
を
産
む
お
そ
れ
が
あ
り
、
さ
り
と
て
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
、
内
容
が
い
か
に
正
論
で
あ
れ
、
自
己

に
同
調
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
弁
論
・
演
説
の
最
終
段
階
で
の
結
果
、
つ
ま
り
説
得
で
き
る
か
否
か
を

左
右
し
得
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
'
レ
[
ト
リ
ッ
ク
の
l
つ
の
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
.
レ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の

学
校
で
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
題
材
に
し
て
'
実
際
に
練
習
演
説
を
さ
せ
て
、
訓
練
す
る
の
が
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。
キ
ケ
ロ
が
、
ラ
テ

ン
語
弁
論
だ
け
で
な
く
ギ
リ
シ
ア
語
の
弁
論
に
つ
い
て
も
長
け
て
い
た
こ
と
は
'
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
記
述
(
P
l
u
.
C
i
c
.
4
)
な
ど
か
ら
も
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明
か
で
あ
る
。
内
容
を
と
っ
て
「
所
作
(
・
口
跡
)
部
門
」
と
い
う
訳
や
「
実
演
部
門
」
、
さ
ら
に
は
「
演
技
部
門
」
と
い
う
訳
も
可
能
で

・」;to'以
上
の
五
つ
の
部
門
は
'
前
述
の
演
示
類
、
審
議
類
、
訴
訟
類
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
術
を
構
成
す
る
部
門
で
あ
る
。

術
と
し
て
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
全
体
を
取
り
扱
う
た
め
に
は
、
以
上
の
五
つ
の
部
門
を
す
べ
て
論
じ
る
の
が
本
来
で
あ
る
が
、
キ
ケ
ロ
は
そ

の
う
ち
最
も
重
要
な
の
が
、
そ
し
て
す
べ
て
に
先
立
つ
の
は
マ
テ
リ
ア
と
パ
ル
ス
で
あ
る
と
し
、
著
作
の
叙
述
を
発
見
・
構
想
部
門
か
ら

始
め
る
の
で
あ
る
(
i
n
v
.
1
,
9
)
-
し
か
し
'
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
が
『
レ
ー
ト
リ
キ
ー
・
リ
ブ
リ
ー
[
=
レ
ト
リ
ッ
ク
教
本
]
二
巻
本

R
h
e
t
o
r
i
c
i
L
i
b
r
i
D
u
o
』
と
し
て
引
用
す
る
本
書
は
'
残
念
な
が
ら
こ
の
発
見
・
構
想
部
門
だ
け
で
叙
述
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

残
余
の
部
分
が
散
供
し
た
の
で
は
な
上
中
絶
し
て
し
ま
~
つ
て
い
る
こ
と
　
-
　
そ
の
中
絶
の
理
由
が
キ
ケ
ロ
に
内
在
的
な
'
個
人
的
な
も

の
か
、
外
在
的
要
因
が
ど
れ
ほ
ど
作
用
し
た
か
は
明
か
で
は
な
い
　
-
　
は
、
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
の
時
代
で
さ
え
こ
の
部
分
だ
け
し
か

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
書
は
通
称
と
し
て
『
D
e
l
n
v
e
n
t
i
o
n
e
』
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
(
q
u
i
v
o
c
a
n
t
u
r
)
。

キ
ケ
ロ
自
身
、
本
書
が
不
十
分
で
未
熟
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
う
う
も
り
で
、
弁
論
家
と
し
て
の
十
分
な
経

験
を
積
ん
だ
後
に
、
大
著
『
弁
論
家
論
』
を
世
に
問
う
た
の
で
あ
る
。
以
後
へ
前
述
の
よ
う
に
'
死
の
前
年
の
『
ト
ビ
カ
』
に
至
る
ま
で
、

い
く
つ
か
の
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
に
関
す
る
著
作
が
書
か
れ
た
が
'
そ
れ
ぞ
れ
重
点
の
置
き
所
が
変
わ
り
へ
　
レ
ト
リ
ッ
ク
の
教
科
書
と
で
も

言
う
べ
き
も
の
は
つ
い
に
書
か
れ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
キ
ケ
ロ
が
レ
ト
リ
ッ
ク
教
科
書
を
書
か
な
い
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
、

ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
て
い
た
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
で
は
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
全
体
が
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
へ
内
容
的
に
も
未
完
の
『
発
見
・

構
想
論
』
と
重
な
る
点
が
多
い
の
で
、
キ
ケ
ロ
が
『
発
見
・
構
想
論
』
を
書
き
直
し
、
書
き
足
し
て
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
を
著
し
た
と
考

え
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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ス

タ

ト

ゥ

ス

論

キ
ケ
ロ
は
レ
ト
リ
ッ
ク
の
全
体
構
想
を
簡
単
に
規
定
し
た
総
論
部
を
終
え
た
後
へ
弁
論
の
マ
テ
リ
ア
と
パ
ル
ス
盲
扱
う
発
見
・
構
想
部

門
に
と
り
か
か
る
の
だ
が
へ
　
こ
の
部
門
の
中
で
ど
の
よ
う
な
順
序
で
叙
述
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ー
マ
は
な
-
、
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』

と
比
較
し
て
も
、
用
い
ら
れ
て
い
る
実
際
の
例
や
個
々
の
論
点
の
重
な
り
具
合
に
反
し
て
、
叙
述
の
シ
ュ
ー
マ
に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ

∴
、
ごる
O
キ
ケ
ロ
の
場
合
、
ま
ず
、
構
文
論
的
な
s
y
n
t
a
k
t
i
s
c
h
問
い
の
区
分
(
L
a
u
s
b
.
ァ
5
5
)
で
あ
る
後
世
に
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
と
呼
ば
れ
る
よ

<
3

う
に
な
る
理
論
、
次
に
弁
論
の
パ
ル
ス
論
と
い
う
順
序
で
叙
述
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
に
(
第
二
巻
に
お
い
て
)
へ
議
論
の
た
め
の
様
々
な
ト
ポ

ス
が
、
訴
訟
類
、
審
議
類
へ
演
示
類
に
即
し
て
、
そ
し
て
そ
の
内
部
で
は
各
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
る
。
(
た
だ
し
、
こ
れ
は
訴
訟

類
中
心
に
行
わ
れ
、
他
の
二
類
は
'
そ
れ
の
も
つ
特
有
な
部
分
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
ヘ
ス
タ
ト
ゥ
ス
そ
の
も
の
は
、
あ
-
ま

で
も
三
類
共
通
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
O
)
　
そ
し
て
こ
の
ト
ポ
ス
は
、
弁
論
の
パ
ル
ス
の
立
証
部
c
o
n
f
i
r
m
a
t
i
o
と
反
駁

部
r
e
p
r
e
h
e
n
s
i
o
で
の
議
論
に
利
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
『
ヘ
レ
ン
こ
ウ
ス
』
の
場
合
は
'
パ
ル
ス
論
の
中
の
立
証
部
と
反

駁
部
の
中
で
ヘ
　
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
と
ト
ポ
ス
集
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
は
、
弁
論
全
体
の
構
想
を
立
て
、
必

要
な
題
材
を
集
め
'
そ
れ
を
論
拠
i
)
し
て
議
論
a
r
g
u
m
e
n
t
a
t
i
o
を
展
開
す
る
た
め
の
'
核
心
部
分
で
あ
る
.
そ
し
て
論
拠
を
〓
疋
の
論

法
に
組
み
立
て
る
常
套
的
な
型
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
場
所
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
を
転
用
し
て
術
語
と
し
て
使
用
し
た
用
法

に
従
っ
て
、
「
ト
ポ
ス
t
o
p
o
s
〔
ギ
〕
　
(
複
数
形
は
、
-
ポ
イ
t
o
p
o
i
　
〔
ギ
〕
)
」
　
(
ラ
テ
ン
語
で
は
「
ロ
ク
ス
l
o
c
u
s
(
複
数
形
は
、
ロ
キ
ー
l
o
c
i
)
」
)

と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ケ
ロ
は
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第
一
巻
で
簡
単
な
説
明
を
与
え
る
だ
け
で
す
ま
せ
、
第
二
巻
で
よ
り
詳

細
に
、
多
-
の
場
合
は
具
体
例
を
あ
げ
て
も
う
一
度
説
明
を
繰
り
返
す
。
こ
う
い
う
叙
述
の
シ
ュ
ー
、
マ
は
'
た
と
え
ば
『
ト
ビ
カ
』
　
に
も
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見
ら
れ
へ
そ
こ
で
は
各
ト
ポ
ス
の
説
明
が
一
通
り
略
述
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
繰
り
返
し
詳
述
す
る
と
い
う
叙
述
ス
タ
イ
ル
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
時
間
の
な
い
者
で
も
、
前
か
ら
読
み
初
め
て
最
後
ま
で
読
ま
な
-
と
も
へ
読
ん
だ
と
こ
ろ
ま
で
で
も
そ
れ
な
り
に
役
に
立
つ
と
い

ぅ
実
用
的
な
配
慮
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
紹
介
す
る
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
は
'
全
体
的
な
枠
組
を
提
示
す
る
と
い
う
趣
旨
で
第
一
巻

の
当
該
部
分
の
叙
述
を
中
心
に
し
て
'
そ
れ
に
若
干
の
補
充
的
説
明
を
加
え
る
と
い
う
形
で
、
叙
述
す
る
。
『
発
見
・
構
想
論
』
の
ス
タ
ト

ゥ
ス
論
全
体
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
考
察
は
'
後
日
に
譲
り
た
い
。

「
言
葉
を
用
い
て
主
張
し
た
り
、
論
じ
合
っ
た
り
す
る
d
i
c
t
i
o
a
c
d
i
s
c
e
p
t
a
t
i
o
状
態
に
達
し
た
何
ら
か
の
争
い
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
を

含
む
レ
ー
ス
[
-
題
材
]
は
'
そ
れ
ぞ
れ
、
過
去
に
な
さ
れ
た
こ
と
へ
つ
ま
り
行
為
事
実
f
a
c
t
u
m
に
関
す
る
か
'
そ
れ
が
ど
ん
な
名
称

の
行
為
か
と
い
う
名
称
・
名
目
n
。
m
e
n
に
関
す
る
か
、
そ
れ
が
ど
ん
な
種
類
の
性
質
に
属
す
る
も
の
か
と
い
う
類
g
e
n
u
s
に
関
す
る
か
、

ど
ん
な
訴
訟
の
手
続
が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
訴
訟
(
手
続
)
a
c
t
i
o
に
関
す
る
か
、
の
い
ず
れ
か
に
関
す
る
ク
ァ
エ
ス
テ
ィ
オ
ー
q
u
a
e
s
t
i
o

[
-
問
い
]
を
含
ん
で
い
る
o
そ
の
問
い
か
ら
カ
ウ
サ
[
-
異
体
的
個
別
的
事
件
]
が
生
じ
て
t
,
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
問
い
が

コ
ー
ン
ス
テ
ィ
ト
ウ
-
テ
ィ
オ
ー
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
と
呼
ば
れ
る
.
」
　
(
i
n
v
.
1
,
1
0
)

こ
の
考
え
方
自
体
は
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
見
ら
れ
る
が
'
そ
れ
を
精
微
化
し
、
体
系
化
し
た
の
は
、
前
二
世
紀
の
テ
ム
ノ
ス
の

ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
C
。
n
s
t
i
t
u
t
i
o
は
、
彼
の
「
s
t
a
s
i
s
〔
ギ
〕
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
り
'
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
と
共
通
す
る
訳
語

で
あ
る
o
(
こ
の
こ
と
も
、
両
者
共
通
の
典
拠
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
1
因
で
あ
る
O
)
キ
ケ
ロ
は
後
の
著
作
で
は
、
そ
れ
に
「
s
t
a
t
u
s
」

と
い
う
語
を
あ
て
て
い
る
(
C
i
c
.
t
o
p
.
9
3
)
c
そ
れ
ぞ
れ
「
c
o
n
s
t
i
t
u
e
r
e
」
と
「
s
t
a
t
u
e
r
e
」
の
名
詞
形
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
本
的

意
味
は
「
立
て
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
は
帝
政
期
に
お
け
る
皇
帝
の
勅
法
を
指
す
語
で
あ
る
し
、

s
t
a
t
u
s
は
地
位
、
状
態
、
身
分
な
ど
を
指
す
。
ま
た
、
現
代
英
語
に
お
け
る
法
律
用
語
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
前
者
は
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
[
-
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憲
法
]
、
後
者
は
s
t
a
t
u
t
e
[
-
制
定
法
]
の
語
源
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
ト
リ
ッ
ク
文
献
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
に
せ
よ
'
指
し
示
す
対
象
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
と
s
t
a
t
u
s
を
同
義
語
と
し
て
扱
う
。
そ
れ
は
以

後
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
に
お
い
て
、
つ
ね
に
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
と
い
う
形
で
こ
の
部
分
が
論
じ
ら
れ
,
て
い
る
こ
と
に
よ
る
.
ス
タ
ト
ゥ
ス

の
内
容
に
つ
い
て
は
へ
後
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
訳
語
と
し
て
、
根
本
義
か
ら
は
「
立
脚
点
」
、
「
立
論
点
」
が
出
て
-
る
し
、
英
訳

の
「
i
s
s
u
e
」
か
ら
「
争
点
」
と
い
う
訳
語
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
類
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
は
「
争
点
」
が
最
も
妥
当
で
あ

る
と
し
て
も
ヘ
　
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
審
議
類
や
演
示
類
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
の
で
、
多
少
、
難
が
あ
る
。
そ
こ
で
へ
も
う
少

し
中
立
的
な
「
事
項
」
へ
「
論
点
」
と
い
う
訳
語
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
『
発
見
・
構
想
論
』
の
中
で
キ
ケ
ロ
は
s
t
a
t
u
s
と
い
う
語
で
は
な

く
、
c
O
n
s
t
i
t
u
t
i
o
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
へ
本
稿
で
は
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
の
訳
語
と
し
て
、
「
ス
タ
ト
ゥ
ス
」

を
用
い
て
お
-
0

ス
タ
ト
ゥ
ス
と
は
、
「
イ
ン
テ
ン
テ
ィ
オ
ー
の
否
認
・
拒
絶
d
e
p
u
l
s
i
o
に
端
を
発
す
る
カ
ウ
サ
の
第
一
の
衝
突
c
o
n
f
l
i
c
t
i
o
」
で
あ
る

(ft

と
さ
ら
に
定
義
さ
れ
て
い
る
　
!
i
n
v
.
1
,
1
0
)
-
i
n
t
e
n
t
i
o
と
は
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
は
告
訴
・
告
発
の
趣
旨
の
表
示
、
つ
ま
り
公
判
請
求

の
趣
旨
の
表
示
を
、
民
事
事
件
に
お
い
て
は
請
求
の
趣
旨
の
表
示
を
指
す
の
で
、
こ
の
定
義
自
体
へ
民
事
・
刑
事
双
方
に
適
用
可
能
で
あ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

る
が
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
に
お
い
て
は
'
通
常
は
'
最
も
対
立
的
な
構
造
を
も
つ
刑
事
訴
訟
が
モ
デ
ル
と
し
て
採
用
さ
れ
、

理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
へ
刑
事
事
件
に
即
し
て
l
般
的
に
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
あ
な
た
(
被
告
人
)
は
あ
る
行
為
(
犯
罪
行

為
)
を
な
し
た
f
e
c
i
s
t
i
」
と
い
う
動
詞
の
完
了
形
で
表
現
さ
れ
る
'
つ
ま
り
過
去
の
行
為
に
つ
い
て
の
イ
ン
テ
ン
テ
ィ
オ
ー
に
対
し
、
「
私

は
そ
の
行
為
を
な
さ
な
か
っ
た
n
o
n
f
e
c
i
」
と
い
う
そ
れ
に
対
す
る
否
認
が
対
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
な
さ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
過
去
の

行
為
事
実
に
関
す
る
ス
タ
ト
ゥ
ス
(
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
)
が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
「
私
は
そ
の
行
為
を
な
し
た
が
、
そ
れ
は
正
当
な
、
法

に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
i
u
r
e
f
e
d
」
と
い
う
否
認
が
対
置
さ
れ
た
場
合
に
は
、
な
さ
れ
た
こ
と
の
性
質
、
つ
ま
り
正
当
か
そ
う
で
な
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い
か
、
法
に
か
な
っ
て
い
る
か
そ
う
で
な
い
か
へ
そ
の
ど
ち
ら
の
類
に
属
す
る
の
か
に
関
す
る
ス
タ
ト
ゥ
ノ
ス
(
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
)
が
生

じ
る
の
で
あ
る
　
(
i
n
v
.
1
,
1
0
)
c

推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス

「
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
争
い
が
あ
る
場
合
、
カ
ウ
サ
[
-
争
い
の
原
因
]
は
、
推
定
・
推
測
c
o
m
e
c
t
u
r
a
に
よ
っ
て
確
か
な
も

の
に
な
る
の
で
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
c
o
n
i
e
c
t
u
r
a
l
i
s
と
呼
ば
れ
る
.
」
(
i
n
v
.
1
,
1
0
)
し
か
し
、
こ
れ
が
行
為
に
つ
い
て
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
あ
る

限
り
に
お
い
て
、
過
去
の
行
為
だ
け
で
な
-
、
現
在
や
将
来
の
行
為
に
つ
い
て
も
成
立
し
得
る
の
だ
が
(
i
n
v
.
1
,
l
l
)
、
訴
訟
類
に
お
い
て

は
過
去
の
行
為
事
実
に
限
ら
れ
、
審
議
類
に
お
い
て
は
将
来
の
行
為
、
演
示
類
に
お
い
て
は
現
在
の
行
為
が
扱
わ
れ
る
。

構
文
論
的
に
は
(
L
a
u
s
b
.
ァ
9
9
,
1
5
0
)
へ
「
そ
れ
は
存
在
し
た
か
A
n
s
i
t
?
j
(
Q
u
i
n
t
.
3
,
6
,
8
0
)
へ
「
そ
れ
は
な
さ
れ
た
か
A
n
f
a
c
t
u
m
s
i
t
?
J

(
Q
u
i
n
t
.
3
,
l
l
,
2
)
と
い
う
動
詞
の
問
題
　
-
　
接
続
法
で
表
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
'
注
意
I
で
あ
る
が
、
行
為
者
a
u
c
t
o
r
の
要
素
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
「
彼
は
な
し
た
か
A
n
f
e
c
e
r
i
t
?
J
(
Q
u
i
n
t
.
3
,
6
,
5
)
と
い
う
主
語
の
問
題
で
も
あ
る
o
し
た
が
っ
て
、

行
為
事
実
f
a
c
t
u
m
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
と
'
当
該
被
訴
追
者
が
行
為
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
争
わ
れ

る
。
現
行
訴
訟
手
続
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
事
実
認
定
や
証
拠
、
特
に
情
況
証
拠
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
.
刑
事
弁
護
の
第
1

歩
は
、
訴
追
事
実
と
被
訴
追
者
と
の
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
O
事
実
の
認
定
は
'
動
機
・
原
因
か
ら
e
x
c
a
u
s
a
、
人
物
の
性
格
や

素
行
か
ら
e
x
p
e
r
s
o
n
a
、
行
為
事
実
そ
の
も
の
か
ら
e
x
f
a
c
t
o
i
p
s
o
な
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
-
の
ト
ポ
ス
が
提
供
さ
れ
る
(
i
n
v
.

2
,
1
4
-
5
1
)
c
　
い
ず
れ
も
、
証
拠
に
基
づ
い
て
、
過
去
の
行
為
事
実
の
存
在
が
推
定
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
、
「
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
」

と
い
う
訳
語
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
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定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス

「
名
称
・
名
目
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
場
合
、
言
葉
の
意
味
が
単
語
に
よ
っ
て
定
義
d
e
f
i
n
i
e
r
e
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o

d
e
f
i
n
i
t
i
v
a
と
名
づ
け
ら
れ
る
o
」
　
(
i
n
v
.
1
,
1
0
)
　
そ
れ
は
、
「
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
1
敦
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
名
称
・
名

目
で
呼
ば
れ
る
の
か
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
場
合
」
　
j
n
v
.
1
,
l
l
)
　
の
争
い
で
あ
り
、
「
定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
と
い
う
訳
語
が
適
切
で
あ
る
。

構
文
論
的
に
言
え
ば
　
(
L
a
u
s
b
.
ァ
1
0
4
)
、
「
彼
は
何
を
な
し
た
か
Q
u
i
d
f
e
c
e
r
i
t
?
!
　
(
Q
u
i
n
t
.
3
,
6
,
5
)
と
い
う
目
的
語
の
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
所
為
と
法
と
の
関
係
づ
け
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
-
あ
げ
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
あ
る
行
為
を
な
し
た
被
告
人
が
　
「
単

純
窃
盗
f
u
r
」
　
か
　
「
聖
物
窃
盗
s
a
c
r
i
l
e
g
u
s
」
　
か
と
い
う
例
で
あ
る
　
m
v
.
1
,
l
l
)
c
　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
争
わ
れ
る
の
は
、
窃
盗
行
為

と
聖
物
窃
盗
行
為
の
定
義
の
違
い
、
つ
ま
り
そ
れ
ら
の
犯
罪
を
規
定
し
て
い
る
法
文
の
解
釈
の
違
い
で
は
な
-
、
当
該
行
為
が
そ
の
:
ど
ち

ら
に
あ
た
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
端
的
に
言
っ
て
、
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
で
あ
る
。
(
し
た
が
っ
て
、
「
判
定
的
ス
タ
ト

ゥ
ス
」
と
い
う
訳
も
可
能
で
あ
る
。
)
前
者
は
、
キ
ケ
ロ
の
体
系
で
は
、
後
述
の
法
文
(
質
)
　
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
中
の
定
義
類
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
定
義
と
い
う
語
は
キ
ケ
ロ
の
体
系
で
は
二
個
所
に
出
て
-
る
の
で
、
用
語
の
混
乱
を
主
張
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー

マ
の
刑
事
訴
訟
手
続
で
は
、
犯
罪
類
型
に
よ
っ
て
、
訴
訟
手
続
が
(
包
括
的
な
法
典
で
は
な
-
)
個
別
単
行
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
審
判
人
の
面
前
で
の
審
理
が
開
始
さ
れ
た
段
階
で
は
、
弁
護
人
は
訴
追
さ
れ
た
犯
罪
類
型
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
点
を

力
説
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
定
義
と
い
う
語
を
二
個
所
で
用
い
る
の
は
問
題
で
あ
っ
て
も
、
構
成
要
件
該
当
性
の
問
題
と

法
文
自
体
の
語
の
定
義
へ
　
す
な
わ
ち
解
釈
の
問
題
を
区
別
す
る
取
り
扱
い
は
'
そ
れ
な
り
の
意
味
を
も
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
は
い

え
、
そ
れ
は
理
論
的
な
レ
ベ
ル
の
話
で
あ
っ
て
'
実
際
の
弁
護
の
際
に
は
、
両
者
が
融
合
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
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属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス

「
レ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
q
u
a
l
i
s
が
間
わ
る
場
合
、
行
為
n
e
g
o
t
i
u
m
の
意
味
v
i
s
と
類
g
e
n
u
s
に
つ
い
て
の
争
い

が
あ
る
の
で
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
g
e
n
e
r
a
l
i
s
と
呼
ば
れ
る
.
」
　
(
i
n
v
.
1
,
1
0
)
　
(
i
n
v
.
2
,
6
2
で
は
t
 
v
i
s
h
 
g
e
n
u
s
と
並
ん
で
、
性
質
n
a
t
u
r
a
と
い
う

語
も
用
い
ら
れ
る
o
)
「
な
さ
れ
た
行
為
が
ど
の
程
度
で
q
u
a
n
t
u
m
　
ど
ん
な
種
類
で
c
u
i
u
s
m
o
d
i
、
そ
も
そ
も
ど
ん
な
性
質
か
q
u
a
l
e
が

問
わ
れ
る
と
き
、
争
い
は
類
g
e
n
u
s
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
O
」
(
i
n
v
.
1
,
1
2
)
し
た
が
っ
て
、
行
為
が
ど
ん
な
類
に
属
す
る
か
、
つ
ま
り

ど
ん
な
性
質
を
も
つ
か
と
い
う
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
あ
り
、
q
u
a
l
i
s
の
名
詞
形
q
u
a
l
i
t
a
s
(
憧
質
、
属
性
)
か
ら
、
後
に
は
s
t
a
t
u
s
q
u
a
l
i
t
a
t
i
s

(
Q
u
i
n
t
.
3
,
6
,
1
0
)
と
い
う
表
現
が
同
じ
内
容
を
表
す
も
の
と
し
て
l
殻
に
用
い
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
g
e
n
e
r
a
l
i
s

そ
の
も
の
の
訳
語
と
し
て
も
、
「
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
や
「
性
質
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
が
考
え
ら
れ
る
が
'
前
者
を
採
用
し
て
お
-
。

こ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
'
構
文
論
附
に
行
為
の
副
詞
的
規
定
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
所
為
が
適
法
m
r
e
か
ど
う
か
、
正
当
i
u
s
t
u
m
か
ど
う

か
が
争
点
で
あ
る
(
L
a
u
s
b
.
ァ
1
2
3
)
c
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
'
順
序
と
し
て
、
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
、
定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
次
に
検
討

さ
れ
る
も
の
で
、
現
在
の
刑
法
学
の
枠
組
で
言
え
ば
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
有
無
や
有
責
性
の
判
定
に
か
か
わ
る
部
分
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
は
、
所
為
の
正
・
不
正
の
判
定
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
'
そ
の
た
め
に
は
判
定
の
基
準
と
判
定
の

方
法
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
二
つ
の
パ
ル
ス
[
-
部
分
]
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
パ
ル
ス
・

ユ
ー
リ
デ
ィ
キ
ア
-
リ
ス
p
a
r
s
i
u
r
i
d
i
c
i
a
l
i
s
で
あ
り
、
・
も
う
l
つ
は
、
パ
ル
ス
・
ネ
ゴ
ー
テ
ィ
ア
-
リ
ス
p
a
r
s
n
e
g
o
t
i
a
l
i
s
で
あ
る
。

前
者
は
さ
ら
に
細
か
い
部
分
に
分
け
ら
れ
る
の
で
、
ま
ず
後
者
を
扱
お
う
。

第
1
巻
第
l
四
節
の
定
義
で
は
'
p
a
r
s
n
e
g
o
t
i
a
l
i
s
は
「
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
ス
・
モ
ー
ス
と
衡
平
に
基
づ
け
ば
e
x
c
i
v
i
l
i
m
o
r
e
e
t
a
e
q
u
i
t
a
t
e
、

何
が
ユ
ー
ス
i
u
s
[
-
法
。
制
定
法
よ
り
も
広
い
概
念
]
　
に
属
す
る
か
」
を
考
察
す
る
部
分
で
あ
る
。
「
我
々
の
も
と
で
は
、
つ
ま
り
ロ
ー
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、Iケキ淵

マ
で
は
、
そ
れ
を
注
意
深
-
先
頭
に
立
っ
て
指
揮
L
へ
　
統
括
し
て
い
る
p
r
a
e
e
s
s
e
の
は
、
法
に
精
通
し
て
い
る
者
た
ち
m
r
e
c
o
n
s
u
】
t
i

[
-
法
学
者
]
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
.
」
　
(
i
n
v
.
1
,
1
4
)
と
い
う
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
説
明
は
な
い
.
そ

こ
で
へ
第
二
巻
第
六
二
節
以
下
を
参
照
す
る
と
t
 
p
a
r
s
n
e
g
o
t
i
a
l
i
s
は
「
ユ
ー
ス
・
キ
ー
ウ
ィ
-
リ
ス
上
の
行
為
n
e
g
o
t
i
u
m
i
u
r
i
s
c
i
v
i
l
i
s

に
か
か
わ
る
争
い
を
含
ん
で
い
る
」
パ
ル
ス
と
い
う
定
義
が
あ
る
　
(
i
n
v
.
2
,
6
2
)
c
　
こ
の
場
合
、
双
方
の
当
事
者
、
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
立
つ
弁
論
家
が
考
察
す
べ
き
こ
と
は
、
「
ユ
ー
ス
が
ど
ん
な
も
の
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
i
u
s
 
e
H
 
q
u
i
b
u
s
 
r
e
b
u
s
 
c
o
n
s
t
e
t
」
　
で

あ
り
'
「
そ
の
始
ま
り
は
'
自
然
n
a
t
u
r
a
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
o
L
 
i
n
v
.
2
,
6
5
)

第
一
の
引
用
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
p
a
r
s
n
e
g
o
t
i
a
-
i
s
は
法
学
者
が
最
終
的
な
決
定
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
領
域
に
あ
り
、
所
為

の
属
性
判
定
の
基
準
た
る
ユ
ー
ス
が
何
か
が
問
題
で
あ
り
'
そ
れ
は
c
i
v
i
l
i
s
m
o
s
と
a
e
q
u
i
t
a
s
と
か
ら
判
断
す
る
べ
L
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
-
と
も
こ
の
言
明
か
ら
す
れ
ば
、
.
ユ
ー
ス
が
法
律
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
-
、
広
-
市
民
の

慣
行
・
風
習
や
衡
平
の
観
念
に
も
開
か
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
を
司
る
の
が
法
学
者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
オ
イ
ゲ
ン
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
よ
う
に
、
ユ
ー
ス
を
「
法
曹
法
J
u
r
i
s
t
e
n
r
e
c
h
t
」
と
性
格
づ
け
る
見
.
方
も
可
能
で
あ

aる
。
こ
れ
が
問
題
と
な
る
の
は
、
今
日
的
表
現
で
は
'
ハ
ー
ド
・
ケ
ー
ス
の
場
合
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
第
二
の
引
用
か
ら
言
え

る
こ
と
は
'
対
象
た
る
事
件
が
i
u
s
c
i
v
i
l
e
に
か
か
わ
る
民
事
訴
訟
で
あ
り
'
そ
れ
は
法
務
官
面
前
で
の
法
廷
手
続
(
審
判
人
面
前
で
の
審

判
人
手
続
a
p
u
d
i
u
d
i
c
e
m
に
対
し
て
、
い
み
じ
-
も
う
　
「
i
n
l
u
r
e
」
と
表
現
さ
れ
る
。
)
　
に
お
い
て
法
学
者
が
法
務
官
の
諮
問
に
答
え
る
と
い
う

形
で
手
続
に
関
与
す
る
訴
訟
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
p
a
r
s
 
n
e
g
o
t
i
巴
i
s
は
、
「
法
に
関
す
る
部
分
」
ま
た
は

ヽ

　

ヽ

「
法
学
(
者
)
に
関
す
る
部
分
」
と
で
も
訳
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
最
終
的
に
法
学
者
の
領
分
で
あ
る
と
し
て
も
、
弁
論

家
が
争
っ
て
い
け
な
い
わ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
へ
　
こ
の
パ
ル
ス
は
時
間
的
に
未
来
に
か
か
わ
る
の
で
、
審
議
類
と
密
接
に
関
連
す

る
と
い
う
見
解
も
あ
る
　
(
L
a
u
s
b
.
ァ
1
7
3
,
1
9
6
)
c
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な
お
、
こ
の
個
所
(
i
n
v
.
2
,
6
5
-
6
8
)
で
、
キ
ケ
ロ
は
法
の
発
生
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
.
こ
の
問
題
自
体
は
本
稿
の
対
象
外
で
あ
る
が
、
き
わ

め
て
興
味
深
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
,
キ
ケ
-
自
然
法
の
考
え
方
の
問
題
と
し
て
よ
-
議
論
の
的
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
触
れ
て
誓

う
。
ま
ず
、
自
然
(
こ
の
場
合
の
n
a
t
u
r
a
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
「
事
物
の
本
性
」
と
い
う
よ
。
も
,
「
人
間
の
も
つ
±
疋
の
性
質
、
人
間
の
本
性
」
で

あ
る
)
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
あ
る
〓
疋
の
ユ
ー
ス
は
,
て
テ
ィ
リ
タ
-
ス
[
-
有
用
性
・
利
益
・
効
用
]
の
原
理
に
従
っ
て
e
x
u
t
i
l
i
t
a
t
i
s
r
a
t
i
o
n
e
へ
′
コ

ー
ン
ス
エ
ト
ゥ
ー
ド
-
c
o
n
s
u
e
t
u
d
o
(
通
例
は
慣
習
〔
法
〕
と
訳
さ
れ
る
)
に
転
化
し
,
さ
ら
に
民
会
の
制
定
手
続
を
経
れ
ば
法
律
l
e
x
A
i
し
て
確
定
さ
れ

る
と
い
う
法
の
発
展
図
式
が
示
さ
れ
る
・
第
l
の
自
然
の
ユ
ー
ス
n
a
t
u
r
a
e
i
u
s
(
い
わ
ゆ
る
「
自
然
哲
u
s
n
a
t
u
r
a
l
e
j
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
)

は
、
l
種
の
生
来
的
な
内
在
的
な
力
i
n
n
a
t
a
v
i
s
が
我
々
に
告
げ
る
も
の
で
あ
。
、
そ
れ
に
は
,
敬
神
の
念
r
e
l
i
g
i
o
、
義
務
感
p
i
e
t
a
s
へ
恩
顧
の
念
g
r
a
t
i
a
、

復
讐
心
v
i
n
d
i
c
a
t
i
o
、
尊
敬
の
情
o
b
s
e
r
v
a
n
t
i
a
、
言
行
表
の
公
明
正
大
な
生
き
方
v
e
r
i
t
a
s
が
含
ま
れ
る
O
第
二
に
'
コ
ー
ン
ス
エ
ト
ゥ
ー
ド
I
は
'

時
間
の
経
過
と
と
も
に
万
人
の
意
思
で
是
認
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ユ
ー
ス
と
、
法
務
官
告
示
よ
っ
て
コ
ー
ン
ス
エ
ト
ゥ
ー
ド
I
に
転
化
し
た
ユ
ー
ス
と
か
ら

成
。
,
後
者
に
は
,
パ
ク
ト
ゥ
ム
p
a
c
t
u
m
[
=
合
意
約
束
]
,
平
等
p
a
r
、
先
例
i
u
d
i
c
a
t
u
m
が
含
ま
れ
る
。
第
三
の
諸
々
の
法
定
さ
れ
た
ユ
ー
ス
i
u
r
a

l
e
g
i
t
i
m
a
は
、
レ
ー
ク
ス
l
e
x
[
-
法
律
]
を
通
じ
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
O

さ
て
、
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
も
う
三
の
パ
ル
ス
で
あ
る
p
a
r
s
i
u
r
i
d
i
c
i
巴
…
S
は
,
「
等
し
さ
と
正
し
さ
の
性
質
a
e
q
u
i
e
t
r
e
c
t
i
邑
u
r
a
、

ま
た
は
報
奨
と
罰
の
ラ
テ
ィ
オ
ー
[
-
つ
り
合
い
・
比
例
性
]
p
r
a
e
m
i
a
u
t
p
o
e
n
a
e
r
a
t
i
o
が
問
わ
れ
る
」
(
i
n
v
.
1
,
1
4
)
パ
ル
ス
で
あ

り
、
「
等
し
さ
と
不
等
さ
の
性
質
a
e
q
u
i
e
t
i
n
i
q
u
i
n
a
t
u
r
a
、
及
び
報
奨
と
罰
の
ラ
テ
ィ
オ
ー
p
r
a
e
m
i
a
u
t
p
o
e
n
a
e
r
a
t
i
o
が
問
わ
れ

る
」
(
i
n
v
.
2
,
6
9
)
パ
ル
ス
で
あ
る
.
両
者
の
表
現
は
、
p
a
r
s
n
e
g
o
t
i
a
l
i
s
と
は
違
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
表
現
で
あ
る
.
こ
の
パ
ル
ス
は
、

さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
判
定
の
基
準
で
あ
る
ユ
ー
ス
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
場
合
に
、
そ
の
ユ
ー
ス
の
強
さ
'
つ
ま
。
正
当
性
が

ど
れ
ほ
ど
な
の
か
と
い
う
程
度
問
題
に
応
じ
て
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
(
L
a
u
s
b
.
ァ
1
7
4
)
c
そ
れ
は
p
a
r
s
a
b
s
o
l
u
t
a
と
p
a
r
s

a
s
s
u
m
p
t
i
v
a
で
あ
る
o

前
者
の
p
a
r
s
a
b
s
o
l
u
t
a
は
「
ユ
ー
ス
と
ユ
ー
ス
で
な
い
か
の
問
い
i
u
r
i
s
e
t
i
n
i
u
r
i
a
e
q
u
a
e
s
t
i
o
」
(
i
n
v
.
1
,
1
5
)
'
「
正
し
い
か
正
し
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く
な
い
か
の
問
い
r
e
c
t
i
e
t
n
o
n
r
e
c
t
i
q
u
a
e
s
t
i
o
」
(
i
n
v
.
2
,
6
9
)
を
そ
れ
自
体
の
中
に
含
ん
で
い
る
パ
ル
ス
で
あ
る
o
　
つ
ま
り
、
行
為
事

実
の
内
在
的
属
性
か
ら
正
当
性
が
引
き
出
さ
れ
る
場
合
で
、
通
常
は
'
高
次
の
ユ
ー
ス
と
の
1
致
と
い
ケ
形
で
主
張
さ
れ
る
(
L
a
u
s
b
.
ァ
1
7
6
)
c

後
者
の
p
a
r
s
a
s
s
u
m
p
t
i
v
a
は
、
「
そ
れ
自
体
で
は
補
強
す
る
も
の
を
何
も
与
え
る
こ
と
は
な
-
、
訴
追
・
請
求
を
拒
絶
す
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
何
か
弁
護
的
な
も
の
獲
得
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
(
i
n
v
.
1
,
1
5
)
'
「
所
為
そ
の
も
の
が
そ
れ
自
体
か
ら
は
是
認
さ
れ
得
な

い
が
、
何
ら
か
の
外
部
か
ら
の
獲
得
さ
れ
た
付
随
的
な
論
拠
に
よ
っ
て
弁
護
さ
れ
る
」
場
合
(
i
n
v
.
2
,
7
1
)
の
パ
ル
ス
で
あ
る
o
弁
護
側
が

前
者
を
用
い
れ
ば
、
所
為
の
正
当
性
は
強
い
も
の
で
あ
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
、
援
用
さ
れ
る
事
情
、
つ
ま
り
状
況
性
に
依
存
す
る
こ
と
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
は
「
絶
対
的
」
,
後
者
は
「
相
対
的
」
ま
た
は
・
「
仮
定
的
」
と
い
う
訳
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

に
せ
よ
'
所
為
の
正
し
さ
の
判
定
は
、
法
廷
で
の
審
理
過
程
か
ら
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
p
a
r
s
i
u
r
i
d
i
c
i
巴
i
s
は
'
「
法
廷
に
関
す

る
部
分
」
と
で
も
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
法
廷
に
関
す
る
部
分
の
相
対
的
部
分
は
'
さ
ら
に
、
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
細
部

に
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い
の
で
'
項
目
だ
け
を
あ
げ
て
お
-
(
i
n
v
.
1
,
1
5
)
c
　
い
ず
れ
も
、
所
為
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
自
白
を
前
提
と
し

て
、
正
当
化
事
由
な
い
し
違
法
性
阻
却
事
由
、
ま
た
免
責
事
由
を
申
し
立
て
る
と
い
う
刑
事
弁
護
側
の
技
術
と
し
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
。

(
l
)
　
コ
ン
ケ
ッ
-
シ
オ
ー
c
o
n
c
e
s
s
i
o
I
・
・
・
被
告
人
が
所
為
に
つ
い
て
弁
護
せ
ず
、
寛
大
な
処
置
を
と
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
、
つ
ま

り
審
判
人
の
温
情
に
訴
え
よ
う
と
い
う
場
合
で
(
し
た
が
っ
て
へ
「
承
認
」
と
訳
す
が
'
「
自
認
」
_
も
可
能
で
あ
る
)
へ
二
つ
の
パ
ル
ス
が

あ
る
。

(
l
　
二
)
　
プ
ー
ル
ガ
-
テ
ィ
オ
ー
p
u
r
g
a
t
i
o
-
・
・
・
所
為
に
つ
い
て
の
承
認
は
あ
る
が
、
罪
責
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
意
思
v
o
l
u
n
t
a
s

の
介
在
を
否
定
す
る
場
合
で
(
し
た
が
っ
て
へ
「
弁
解
」
と
訳
す
)
、
さ
ら
に
、
不
知
i
m
p
r
u
d
e
n
t
i
a
、
偶
然
・
運
命
c
a
s
u
s
、

必
然
・
不
可
避
n
e
c
e
s
s
i
t
a
s
(
第
二
巻
で
は
、
n
e
c
e
s
s
i
t
u
d
o
)
の
三
つ
の
パ
ル
ス
が
あ
る
o
現
代
の
概
念
と
は
」
必
ず
し
も
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う
ま
-
対
応
し
な
い
が
、
錯
誤
や
不
可
抗
力
の
主
張
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
行
為
の
故
意
を
否
定
す
る

方
法
で
あ
る
。

(
l
・
二
)
　
デ
ー
プ
レ
カ
ー
テ
ィ
オ
ー
d
e
p
r
e
c
a
t
i
o
-
-
所
為
、
そ
れ
も
故
意
の
所
為
で
あ
る
こ
と
を
被
告
人
自
身
が
自
白
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
大
な
処
置
を
と
る
こ
と
を
申
し
立
て
る
場
合
(
「
謝
罪
」
、
「
哀
願
」
な
ど
も
あ
る
が
、
「
懇
願
」
と
し
て
お

-
)
。
情
状
酌
量
の
要
求
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

(
二
)
　
レ
モ
ー
テ
ィ
オ
ー
・
ク
リ
ー
ミ
ニ
ス
r
e
m
o
t
i
o
c
r
i
m
i
m
s
-
-
所
為
に
つ
い
て
訴
追
が
な
さ
れ
た
と
き
、
所
為
自
体
の
違
法
性

は
承
認
し
た
上
で
'
自
分
自
身
の
罪
責
及
び
可
能
性
か
ら
切
り
離
し
て
訴
追
を
他
人
に
転
嫁
し
ょ
う
と
被
告
人
が
試
み
る
場
合
。

事
実
発
生
の
原
因
c
a
u
s
a
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
か
、
所
為
f
a
c
t
u
m
そ
の
も
の
を
他
人
の
所
為
だ
と
し
て
し
ま
う
か
の
二
つ
の

や
り
方
が
あ
る
。
逐
語
的
に
は
「
罪
の
除
去
」
と
い
う
訳
語
が
存
在
す
る
が
、
「
罪
責
転
嫁
」
と
し
て
お
き
た
い
。
内
容
的
に
は
、

事
実
抗
弁
へ
　
理
由
付
否
認
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

(
三
)
　
レ
ラ
ー
テ
ィ
オ
ー
・
ク
リ
ー
J
J
J
ニ
ス
r
e
l
a
t
i
o
c
r
i
m
i
n
i
s
-
-
だ
れ
か
が
、
特
に
被
害
者
が
先
に
不
法
m
m
r
i
a
を
惹
き
起
こ
し

た
の
で
、
訴
追
さ
れ
て
い
る
被
告
人
自
身
の
所
為
は
そ
れ
に
対
し
て
正
当
に
m
r
e
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
場
合
。
「
罪
の

転
嫁
」
と
い
う
訳
語
が
あ
る
が
'
「
反
対
告
発
」
と
し
て
お
き
た
い
。

(
四
)
　
コ
ン
パ
ラ
ー
テ
ィ
オ
c
o
m
p
a
r
a
t
i
o
-
-
訴
追
さ
れ
て
い
る
所
為
と
そ
れ
と
は
別
の
正
し
い
行
為
あ
る
い
は
利
益
の
あ
る
行
為
-

-
通
例
は
、
国
家
的
な
利
益
　
-
　
と
が
比
較
さ
れ
(
し
た
が
っ
て
、
「
比
較
」
で
あ
る
)
、
前
者
は
後
者
を
な
す
た
め
に
行
わ
れ
た
の

だ
と
主
張
さ
れ
る
場
合
。
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移
行
的
ス
タ
ト
ゥ
ス

「
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
と
定
め
ら
れ
た
者
が
訴
訟
を
提
起
し
て
い
な
い
〔
原
告
適
格
〕
、
訴
訟
の
相
手
方
と
定
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
訴

訟
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
〔
被
告
適
格
〕
、
訴
訟
提
起
が
定
め
ら
れ
た
審
判
人
に
対
し
て
a
p
u
d
q
u
o
s
な
さ
れ
て
い
な
い
、
〔
裁
判
管
轄
〕
、

定
め
ら
れ
た
時
期
・
期
間
内
t
e
m
p
u
s
に
提
起
し
て
い
な
い
、
定
め
ら
れ
た
法
竺
e
X
に
従
っ
て
い
な
い
、
定
め
ら
れ
た
告
発
項
目
c
n
m
e
n

で
な
い
、
定
め
ら
れ
た
刑
罰
p
o
e
n
a
を
援
用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
カ
ウ
サ
[
=
争
い
の
原
因
]
が
依
存
し
て
い
る
場
合
、
訴
訟

a
c
t
i
o
に
は
移
送
t
r
a
n
s
l
a
t
i
o
や
変
更
c
o
m
m
u
t
a
t
i
o
を
要
す
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
t
r
a
n
s
l
a
t
i
v
a
c
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
と
言
わ
れ
る
。
」
(
i
n
v
.

1
,
1
0
)
こ
れ
に
「
訴
訟
の
無
効
i
n
f
i
r
m
a
t
i
o
a
c
t
i
o
n
i
s
J
 
m
v
.
1
,
1
6
)
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
.
こ
れ
の
争
点
は
、
訴
訟
の
移
送
・

変
更
・
無
効
と
い
う
手
続
の
有
効
怪
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
-
内
容
的
に
は
「
手
儀
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
-
従
来

は
l
般
的
に
「
転
移
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
「
転
移
」
と
い
う
表
現
自
体
多
少
不
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
移
行
的

ス
タ
ト
ゥ
ス
」
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
い
わ
ば
実
体
判
決
・
本
案
判
決
で
は
な
-
、
訴
訟
判
決
た
る
「
却
下
判
決
」
が
要
求
さ

れ
る
わ
け
で
、
審
判
人
手
続
の
段
階
に
お
い
て
も
'
可
能
性
と
し
て
は
こ
9
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
争
う
こ
と
は
で
き
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
、

稀
に
し
か
行
わ
れ
な
い
(
i
n
v
.
2
,
5
7
)
-
そ
の
理
由
は
、
手
続
的
な
塀
庇
は
、
法
務
官
の
面
前
で
の
法
廷
手
続
の
段
階
で
補
正
さ
れ
て
し
ま

い
、
そ
も
そ
も
移
行
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
争
い
得
る
よ
う
な
訴
訟
は
審
判
人
手
続
に
付
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、
芙
際
上
は
、
他
の
三
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
援
用
が
な
け
れ
ば
'
移
行
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
だ
け
で
は
十
分
に
強
力
な
弁
護
に
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
O
た
と
え
ば
」
家
畏
殺
p
a
r
r
i
c
i
d
i
u
m
で
訴
追
さ
れ
た
者
が
い
た
場
合
、
適
切
な
法
律
・
告
発
項
目
・
刑
罰
で
な
い
と

い
う
反
論
と
同
時
に
、
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
そ
の
事
実
自
体
を
争
っ
た
り
、
定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
構
成
要
件
該
当
性
を
争
っ
た
り
'

属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
様
々
な
弁
護
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
た
ほ
う
が
説
得
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
(
i
n
v
.
2
,
5
8
)
c



4

23

郵2991早1港61学K.?島広

以
上
四
つ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
順
序
は
、
被
告
人
を
弁
護
す
る
の
に
適
当
な
順
序
に
対
応
し
て
い
る
o
弁
賢
人
た
る
弁
論
家
は
、
ま
ず
、

事
実
関
係
に
つ
い
て
争
い
へ
事
実
関
係
が
動
か
せ
な
い
紅
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
、
主
張
さ
れ
て
い
る
法
律
の
要
件
に

該
当
し
な
い
と
い
う
点
で
争
い
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
ば
、
そ
の
法
律
の
適
用
を
排
除
す
る
何
ら
か
の
事
由
を
探
し
出
せ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

手
続
の
畷
庇
に
つ
い
て
は
、
ど
の
段
階
で
も
主
張
し
得
る
が
'
万
策
尽
き
た
と
き
に
最
後
の
手
段
と
し
て
苦
し
紛
れ
に
持
ち
出
す
こ
と
が

で
き
右
が
'
実
際
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
理
由
で
、
き
わ
め
て
稀
な
場
合
に
し
′
か
有
効
で
は
な
い
の
で
あ
る
.

四
　
カ
　
ウ
　
サ
　
論

ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
あ
-
ま
で
も
カ
ウ
サ
c
a
u
s
a
(
審
理
の
上
、
判
決
が
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
具
体
的
個
別
的
な
事
件
)
を
扱
う
た
め
の
理
論

的
な
枠
組
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
に
お
け
る
カ
ウ
サ
は
、
い
わ
ば
具
体
的
個
別
的
事
情
を
抜
き
に
し
た
類
型
化

さ
れ
た
事
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
事
件
と
し
て
の
カ
ウ
サ
と
ス
タ
下
ウ
ス
の
関
連
が
、
キ
ケ
ロ
が
次
に
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

問
題
に
な
る
。

事
件
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
で
何
ら
か
の
処
理
さ
る
べ
き
問
題
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
キ
ケ
ロ
は
、

カ
ウ
サ
と
問
い
q
u
a
e
s
t
i
o
の
複
合
性
を
論
じ
る
o
す
な
わ
ち
、
問
い
が
一
つ
だ
け
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
カ
ウ
サ
は
単
純
s
i
m
p
l
e
x

で
あ
り
'
二
つ
以
上
の
問
い
が
あ
っ
て
'
二
つ
以
上
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
場
合
は
へ
そ
の
カ
ウ
サ
は
結
合
的
l
u
n
c
t
a
で
あ
り
、
ま
た
、

も
の
を
競
争
さ
せ
て
p
e
r
c
o
n
t
e
n
t
i
o
n
e
m
ど
ち
ら
が
よ
り
よ
い
か
'
あ
る
い
は
最
も
よ
い
も
の
は
ど
れ
か
が
問
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
も

結
合
的
だ
と
さ
れ
る
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
c
結
合
的
な
錯
綜
し
た
事
件
は
'
問
い
を
そ
れ
ぞ
れ
分
離
し
て
扱
う
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
O
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そ
の
次
に
キ
ケ
ロ
が
論
じ
る
の
は
'
特
に
、
法
解
釈
学
的
関
心
か
ら
繰
り
返
さ
れ
議
論
さ
れ
て
き
た
、
書
か
れ
た
も
の
の
解
釈
の
問
題

3

で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
'
キ
ケ
ロ
自
身
は
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
の

問
題
と
は
せ
ず
に
、
『
発
見
・
構
想
論
』
で
は
「
争
い
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
」
と
し
て
、
『
ト
ビ
カ
』
で
は
「
準
ス
タ
ト
ゥ
ス
q
u
a
s
i
s
t
a
t
u
s
」

(
t
o
p
.
9
5
)
　
と
し
て
論
じ
て
-
い
る
.

「
争
い
は
ラ
テ
ィ
オ
ー
の
中
に
為
る
か
、
ス
ク
リ
プ
ト
ウ
ム
s
c
r
i
p
t
u
m
[
-
書
か
れ
た
も
の
]
の
中
に
あ
る
か
」
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
。
「
全
て
の
問
い
が
何
ら
か
の
ア
ル
グ
メ
ン
タ
テ
ィ
オ
ー
a
r
g
u
m
e
n
t
a
t
i
o
か
ら
構
成
さ
れ
る
場
合
」
(
i
n
v
.
1
,
1
8
)
が
ラ

ー
テ
ィ
オ
ー
、
他
方
,
「
ス
ク
リ
ー
プ
テ
ィ
オ
ー
s
c
r
i
p
t
i
o
[
=
書
-
こ
と
]
の
羊
か
ら
」
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
争
い
が
生
じ
る
場
合
が
ス
ク
リ
プ

ト
ゥ
ム
で
あ
り
へ
ラ
ウ
ス
ベ
ル
ク
は
「
s
t
a
t
u
s
g
e
n
e
r
i
s
r
a
t
i
o
n
a
l
i
s
」
と
「
s
t
a
t
u
s
g
e
n
e
r
i
s
l
e
g
a
l
i
s
」
い
う
名
称
を
提
案
す
る
(
L
a
u
s
b
.

ァ
1
4
2
)
c
後
者
は
成
文
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
が
'
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
の
意
思
表
示
を
示
す
文
書
・
書
面
な
ど
の
文
言
-
文

字
テ
ク
ス
ト
l
痕
に
も
適
用
さ
れ
る
.
そ
れ
故
、
「
i
n
s
c
r
i
p
t
o
」
と
「
i
n
n
o
n
s
c
r
i
p
t
o
」
と
い
う
対
照
の
さ
せ
か
た
も
あ
る
.
そ
し
て
そ

の
分
け
方
そ
の
も
の
は
、
キ
ケ
ロ
は
言
及
し
な
い
が
、
ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の
ロ
ギ
カ
イ
・
ス
タ
セ
イ
ス
l
o
g
i
k
a
i
s
t
a
s
e
i
s
〔
ギ
〕
と
ノ
ミ
カ

ィ
,
ス
タ
セ
イ
ス
n
o
m
i
k
a
i
s
t
a
s
e
i
s
〔
ギ
〕
に
、
つ
ま
り
ロ
ゴ
ス
関
係
と
ノ
モ
ス
関
係
の
分
け
方
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

gる
o
し
た
が
っ
て
、
キ
ケ
ロ
自
身
の
用
語
と
し
て
は
、
「
論
層
に
お
け
る
争
い
」
と
「
文
書
に
お
け
る
争
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ラ

ウ
ス
ベ
ル
ク
に
な
ら
っ
て
、
「
論
理
(
類
)
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
ま
た
は
「
理
性
(
秦
)
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
と
「
法
文
(
輝
)
ス
タ
ト
ゥ
ス
」
と
分
類

(
S

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
お
へ
前
者
を
「
事
実
問
題
」
、
後
者
を
「
解
釈
問
題
」
と
い
う
整
理
も
可
能
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
法
的
三

段
論
法
の
小
前
提
、
つ
ま
り
事
実
認
定
に
関
す
る
部
分
を
「
事
実
問
題
」
、
大
前
提
、
つ
ま
り
法
の
解
釈
・
適
用
に
関
す
る
部
分
を
「
法
律

問
題
」
と
呼
ぶ
な
ら
わ
し
　
-
　
こ
れ
は
、
今
日
の
訴
状
、
起
訴
状
へ
判
決
書
の
構
成
と
も
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
　
-
　
と
紛
ら
わ
し
い
用
語

法
な
の
で
、
避
け
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
義
理
類
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
、
前
述
の
推
定
へ
定
義
へ
属
性
、
移
行
の
四
つ
.
Q
ス
タ
ト
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ウ
ス
の
上
位
類
に
な
る
の
で
、
説
明
は
1
応
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
.

法
文
類
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
方
は
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
観
点
か
ら
次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
争
い
が
起
こ
る
主
張
の
対
立
点
、
衝

突
点
が
五
つ
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

①
　
書
か
れ
た
も
の
・
文
言
と
意
図
に
つ
い
て
の
類
g
e
n
u
s
d
e
s
c
r
i
p
t
o
e
t
s
e
n
t
e
n
t
i
a
-
-
「
語
そ
の
も
の
が
そ
れ
を
書
い
た
者
の

意
図
・
真
の
意
思
と
1
致
し
な
い
と
見
ら
れ
る
」
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
場
合
.
文
言
を
厳
格
に
解
し
て
そ
れ
を
重
視
す
る
か
、
そ
れ
と
も
軽
視
・

無
視
し
て
よ
い
か
と
い
う
対
立
で
あ
る
。
書
い
た
者
a
u
c
t
o
r
は
'
法
律
の
場
合
は
'
言
う
ま
で
も
な
-
、
立
法
者
で
あ
る
。
こ
こ
が
文

言
主
義
-
形
式
主
義
と
意
思
主
義
と
の
解
釈
方
法
論
的
対
立
と
し
て
、
し
ば
し
ば
議
論
の
的
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
　
反
対
の
法
律
か
ら
の
類
g
e
n
u
s
e
x
c
o
n
t
r
a
r
i
i
s
l
e
g
i
b
u
s
-
・
・
・
「
二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
複
数
の
法
律
が
互
い
に
叡
酷
す
る
」

(
i
n
v
.
1
;
1
7
)
と
見
ら
れ
る
場
合
.
法
律
A
の
規
定
と
法
律
B
の
規
定
が
、
内
容
的
に
相
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
律
と
い
う
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
制
定
さ
れ
た
成
文
法
で
あ
り
、
民
会
で
決
議
さ
れ
た
も
′
の
を
指
す
。
も
ち
ろ
ん
へ
名
称
に
法
律
と
あ
っ
て
も
、
こ
の
ス

タ
ト
ゥ
ス
は
書
か
れ
た
も
の
、
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
文
書
一
般
に
も
応
用
さ
れ
る
。

③
　
あ
い
ま
い
さ
の
類
g
e
n
u
s
a
m
b
i
g
u
u
m
-
-
「
書
か
れ
た
も
の
が
、
二
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
複
数
の
レ
ー
ス
[
-
意
味
内
容
]

を
表
示
す
る
s
i
g
n
i
f
i
c
a
r
e
」
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
と
見
ら
れ
る
場
合
.
文
言
は
l
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
可
能
な
解
釈
が
複
数
存
在
す
る
の
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
へ
書
い
た
者
の
意
図
を
重
視
す
る
の
で
は
な
い
。

④
　
ラ
テ
ィ
オ
ー
キ
ナ
-
テ
ィ
オ
ー
に
関
す
る
類
g
e
n
u
s
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
v
u
m
-
・
・
・
「
書
か
れ
た
も
の
か
ら
、
書
か
れ
て
い
な
い
別
の
も

の
が
発
見
さ
れ
る
」
j
n
v
.
1
,
1
7
)
と
見
ら
れ
る
場
合
o
も
と
も
と
墾
正
の
な
い
と
こ
ろ
に
規
定
が
あ
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
'
欠
秩
補

充
の
l
手
段
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
類
推
解
釈
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
い
は
「
類
準
と
い
う
訳
語
を
あ
て
る

の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
「
(
三
段
論
法
的
)
推
論
s
y
l
l
o
g
i
s
m
u
s
」
と
は
ず
れ
て
い
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I
,

2
3

a

る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
発
見
・
構
想
論
』
に
お
い
て
は
、
も
う
一
つ
別
の
意
味
を
も
つ
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
お
け
る
行
為
事
実
の
カ
ウ
サ
[
-
動
機
]
を
論
じ
て
い
る
個
所
で
、
イ
ン
プ
ル
シ
オ
ー
i
m
p
u
l
s
i
o
[
=

衝
動
]
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
、
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
i
n
v
.
2
,
1
7
)
c
そ
れ
は
「
あ
る
行
為
を
す
る
か
し
な
い
か

に
つ
き
、
入
念
細
心
な
熟
慮
し
た
案
出
d
i
l
i
g
e
n
s
e
t
c
o
n
s
i
d
e
r
a
t
a
 
e
x
c
o
g
i
t
a
t
i
o
」
(
i
n
v
.
2
,
1
8
)
と
定
義
さ
れ
て
い
る
.
つ
ま
り
'

行
為
す
る
こ
と
の
利
害
得
失
を
予
め
十
分
考
え
抜
い
て
行
為
す
る
に
至
っ
た
と
き
の
、
動
機
を
さ
す
た
め
に
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
(
英
訳
の
p
r
e
m
e
d
i
t
a
t
i
o
n
を
参
考
に
し
て
、
「
予
謀
」
と
い
う
訳
語
を
あ
て
て
お
-
。
)
推
論
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
上

述
の
二
つ
の
意
味
と
は
ま
た
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
定
義
に
関
す
る
類
g
e
n
u
s
d
e
f
i
n
i
t
i
v
u
m
-
-
「
ま
る
で
定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
お
け
る
よ
う
J
に
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
語
の
意
味

が
問
わ
れ
て
い
る
」
(
i
n
v
.
1
,
1
7
)
と
見
ら
れ
る
場
合
O
定
義
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
は
す
で
に
論

じ
た
が
、
他
の
論
者
で
は
、
こ
の
類
を
設
け
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。

法
文
類
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
る
以
上
の
五
つ
の
方
法
は
、
現
代
の
法
解
釈
方
法
論
の
基
本
的
手
法
と
し
て
、
広
-
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ウ
サ
に
つ
い
て
、
以
上
二
つ
の
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
後
、
最
後
に
、
実
際
の
訴
訟
過
程
と
の
関
連
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
弁
護

人
た
る
弁
論
家
の
最
終
目
標
は
,
審
判
人
か
ら
勝
訴
判
決
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
手
続
は
す
で
に
法
定
さ
れ
、
そ
れ

(
8
)

ぞ
れ
の
手
続
上
の
用
語
も
定
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
の
は
、
弁
論
家
が
そ
の
手
続
の
途
上
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
か

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ウ
サ
の
,
q
u
a
e
s
t
i
O
、
r
a
t
i
o
、
i
u
d
i
c
a
t
i
o
、
f
i
r
m
a
ヨ
e
n
t
u
m
の
四
つ
の
側
面
か
ら
見
ら

れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
　
l
i
n
v
.
1
,
1
8
)
c
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①
　
ク
ァ
エ
ス
テ
ィ
オ
ー
q
u
a
e
s
t
i
o
と
は
、
「
カ
ウ
サ
の
衝
突
c
o
n
f
l
i
c
t
o
か
ら
生
じ
る
争
い
　
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
」
　
(
i
n
v
.
1
,
1
8
)
　
で
あ

(
2
4
)

る
.
と
こ
ろ
で
、
「
カ
ウ
サ
の
衝
突
こ
そ
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
本
質
で
あ
る
」
の
で
、
結
局
、
「
ス
タ
ト
ゥ
ス
か
ら
生
じ
た
争
い
」
　
j
n
v
.
1
,
1
8
)

が
q
u
a
e
s
t
i
o
と
さ
れ
る
O
し
た
が
っ
て
、
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
は
'
「
あ
る
行
為
が
な
さ
れ
た
f
a
c
t
u
m
e
s
t
」
と
「
/
 
O
の
行
為
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
n
o
ロ
f
a
c
t
u
m
e
s
t
」
が
衝
突
で
あ
り
、
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
で
は
、
「
あ
な
た
　
(
被
訴
追
者
)
　
は
あ
る
行
為
(
犯
罪
行
為
)
を

な
し
た
が
、
そ
れ
は
正
当
な
'
法
に
か
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
n
o
n
i
u
r
e
f
e
c
i
s
t
i
」
と
「
私
は
そ
の
行
為
を
な
し
た
が
、
そ
れ
は
正

当
な
'
法
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
i
u
r
e
f
e
d
」
が
カ
ウ
サ
の
衝
突
で
あ
り
、
q
u
a
e
s
t
i
o
は
「
そ
の
行
為
は
な
さ
れ
た
か
f
a
c
t
u
m
n
e

s
i
t
?
J
や
「
彼
(
被
訴
追
者
)
　
の
な
し
た
行
為
は
、
正
当
な
、
法
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
i
u
r
e
n
e
f
e
c
e
r
i
t
?
!
と
い
う
形
に
な
る
.

そ
し
て
へ
　
キ
ケ
ロ
は
こ
の
個
所
で
は
説
明
し
な
い
が
'
具
体
的
事
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
個
所
で
　
i
n
v
.
2
,
1
5
;
5
2
;
6
0
;
.
6
2
;
7
3
な

ど
)
、
上
の
衝
突
の
一
方
、
つ
ま
り
訴
追
側
の
主
張
を
イ
ン
テ
ン
テ
ィ
オ
ー
i
n
t
e
n
t
i
o
[
=
刑
事
訴
訟
で
は
、
訴
追
趣
旨
の
表
示
へ
民
事
訴

訟
で
は
、
請
求
の
趣
旨
の
表
示
を
指
し
、
訴
訟
の
申
立
で
あ
る
]
と
呼
び
へ
他
方
、
つ
ま
り
被
訴
追
者
側
の
主
張
を
デ
ー
プ
ル
シ
オ
ー
d
e
p
u
l
s
i
o

[
-
イ
ン
テ
ン
テ
ィ
オ
ー
の
否
認
・
拒
絶
を
内
容
と
す
る
答
弁
]
と
呼
ぶ
　
(
d
e
p
u
l
s
i
o
は
.
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
可
能
で
あ
り
'

ま
た
段
階
的
に
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
'
犯
罪
事
実
の
認
諾
や
有
罪
の
答
弁
へ
請
求
の
認
諾
が
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も

訴
訟
は
不
必
要
で
あ
る
。
)
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
疑
問
文
で
表
さ
れ
る
q
u
a
e
s
t
i
o
は
、
「
係
争
点
」
　
で
あ
る
。

②
　
ラ
テ
ィ
オ
ー
r
a
t
i
o
と
は
、
「
カ
ウ
サ
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ
が
取
り
去
ら
れ
れ
ば
、
カ
ウ
サ
に
お
け
る
争
い
は
何
も

な
-
な
る
」
の
で
あ
り
、
「
こ
れ
が
取
り
去
ら
れ
る
と
す
れ
ば
'
争
い
全
体
も
取
り
去
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
i
n
v
.
1
,
1
8
)
　
つ
ま
り
、
こ
れ

は
訴
追
に
対
す
る
被
訴
追
者
側
の
防
御
と
し
て
な
さ
れ
る
否
認
の
理
由
・
論
拠
の
提
示
で
あ
る
。
属
性
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
お
い
て
は
、
被

訴
追
者
の
行
為
の
理
由
、
特
に
、
有
罪
判
決
・
有
責
判
決
を
回
避
す
る
た
め
に
行
為
を
正
当
化
す
る
事
由
・
弁
明
の
論
拠
の
援
用
が
必
要

で
あ
る
。
こ
れ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
弁
護
は
成
立
し
な
い
。
そ
れ
故
、
「
-
で
あ
る
が
故
に
、
-
し
た
」
と
い
う
形
で
の
弁
明
が
な
さ
れ
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る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
r
a
t
i
o
は
、
「
弁
明
論
堅
、
「
否
認
埋
世
な
ど
の
内
容
を
あ
る
程
度
明
示
す
る
訳
語
が
適
当
で
あ
ろ
う
0

③
ユ
ー
デ
ィ
カ
ー
テ
ィ
オ
ー
i
u
d
i
c
a
t
i
o
と
は
、
「
弁
明
論
拠
の
弱
体
化
と
強
化
i
n
f
i
r
m
a
t
i
o
e
t
c
o
ロ
f
i
r
m
a
t
i
o
r
a
t
i
o
n
i
s
か
ら
生
じ

る
争
い
」
(
i
n
v
.
1
,
1
8
)
で
あ
る
　
c
o
n
f
i
r
m
a
t
i
o
r
a
t
i
o
n
i
s
は
'
上
述
の
r
a
t
i
o
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
訴
追
側
の
反
撃
・
攻
撃
で
あ

る
i
n
f
i
r
m
a
t
i
o
r
a
t
i
o
n
i
s
が
対
置
さ
れ
て
(
「
弁
明
否
定
論
拠
」
、
「
訴
追
理
由
」
)
、
そ
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
か
ら
弁
明
論
拠
の
展
開
d
e
d
u
c
t
i
o

r
a
t
i
o
n
i
s
が
行
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
最
も
重
要
な
争
い
s
u
m
m
a
c
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
a
」
で
あ
る
i
u
d
i
c
a
t
i
o
が
出
て
-
る
o
こ
れ
こ
そ
、
前

述
の
係
争
事
項
に
両
当
事
者
の
弁
論
が
結
合
さ
れ
て
具
体
化
さ
れ
た
、
審
判
人
の
判
断
が
示
さ
れ
る
べ
き
問
い
で
あ
り
、
疑
問
文
で
表
さ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

れ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
審
判
人
の
「
判
定
点
」
で
あ
る
。

④
　
フ
ィ
ー
ル
マ
-
メ
ン
ト
ゥ
ム
f
i
r
m
a
m
e
n
t
u
m
と
は
'
「
弁
護
の
最
強
の
、
そ
し
て
判
定
点
に
対
す
る
も
っ
と
も
都
合
の
よ
い
a
p
p
o
s
i
t
u
s

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

論
拠
づ
け
a
r
g
u
m
e
n
t
a
t
i
o
」
(
i
n
v
.
1
,
1
9
)
で
あ
る
o
し
た
が
っ
て
、
被
訴
追
側
-
弁
護
側
の
「
補
強
論
拠
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
ヘ

レ
ン
ニ
ウ
ス
』
で
は
'
f
i
r
m
a
m
e
n
t
u
m
は
訴
追
側
の
論
拠
と
い
う
意
咲
(
つ
ま
り
、
キ
ケ
ロ
の
i
n
f
i
r
m
a
t
i
。
r
a
t
i
。
n
i
s
と
同
じ
意
味
)
で
用

い
ら
れ
て
お
り
(
R
h
e
t
.
h
e
r
.
1
,
2
6
)
'
キ
ケ
ロ
と
ま
っ
た
-
逆
の
扱
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
通
常
、
キ
ケ
ロ
の
用
語
法
の
混
乱

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
へ
q
u
a
e
s
t
i
O
へ
r
a
t
i
o
、
i
n
f
i
r
m
a
t
i
o
r
a
t
i
o
n
i
s
へ
i
u
d
i
c
a
t
i
o
が
考
え
ら
れ
'

そ
れ
ぞ
れ
の
数
は
一
致
す
る
。
(
た
だ
し
、
推
定
的
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
お
い
て
は
、
所
為
が
争
わ
れ
て
い
る
の
で
、
弁
明
論
拠
な
ど
存
在
し
な
い
の
で
'

必
然
的
に
、
q
u
a
e
s
t
i
o
と
i
u
d
i
c
a
t
i
o
は
同
1
と
な
る
(
i
n
v
.
1
,
1
9
)
-
)
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
に
つ
い
て
、
弁
論
の
応
酬
が
な

さ
れ
、
審
判
人
の
判
定
が
下
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
で
展
開
さ
れ
る
ト
ポ
ス
を
も
っ
と
も
有
効
に
利
用
す
る
の
が
、
弁
論

家
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

以
上
の
う
ち
、
査
問
所
手
続
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
①
と
②
(
訴
追
開
始
に
必
要
な
程
度
で
)
が
法
務
官
ま
た
は
査
問
所
指
揮
者
の
面
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前
で
の
第
1
段
階
の
手
続
に
は
膿
対
応
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
証
拠
収
集
i
n
q
u
i
s
i
t
i
o
の
段
階
を
経
て
、
第
二
段
階
の
査
問
所
法
廷
で
は
、

③
を
め
ぐ
っ
て
弁
論
の
応
酬
が
な
さ
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
弁
明
論
拠
の
強
化
と
弱
体
化
が
中
心
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
各
判
定
点
で
の
審

判
人
の
判
断
が
集
積
し
て
、
当
該
事
件
に
対
す
る
訴
訟
を
終
結
さ
せ
る
判
決
の
宣
告
・
言
渡
s
e
n
t
e
n
t
i
a
が
な
さ
れ
、
判
決
が
下
っ
た
も

の
は
レ
ー
ス
・
ユ
ー
デ
ィ
カ
ー
タ
r
e
s
i
u
d
i
c
a
t
a
[
-
既
判
事
件
へ
既
判
物
]
と
な
り
、
そ
れ
は
将
来
の
裁
判
に
対
す
る
ユ
ー
デ
ィ
キ
ウ

ム
i
u
d
i
c
a
t
u
m
[
-
先
例
]
と
な
か
(
L
a
u
s
b
.
ァ
9
2
)
c

五
　
弁
論
の
パ
ル
ス
論

マ
テ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
以
上
で
一
応
の
叙
述
が
終
了
し
た
の
で
あ
る
が
'
次
に
、
弁
論
家
は
、
.
そ
の
発
見
・
案
出
さ
れ
た
材
料
か
ら

1
個
の
弁
論
を
組
み
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
.
そ
の
た
め
に
は
、
弁
論
の
全
体
構
想
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
で
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『
弁
論
術
』
　
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
O
　
そ
れ
が
弁
論
の
パ
ル
ス
論
で
あ
る
O
当
然
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
術
の
パ
ル
ス
と
し
て
の
配
列
部
門
、

表
現
・
修
辞
部
門
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
は
弁
論
の
各
パ
ル
ス
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
提
供
す
る
た
め
の
様
々
な

個
別
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
宝
庫
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
論
の
パ
ル
ス
は
'
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
す
る
た
め
の
枠
組
で
あ
る
。
な
お
へ

レ
「
・
リ
ッ
ク
の
全
体
構
想
と
し
て
、
パ
ル
ス
論
と
ス
タ
ト
ゥ
ス
・
論
を
合
体
さ
せ
る
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
　
の
よ
う
な
シ
ェ
-
マ
も
存
在
す
る

こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
弁
論
の
パ
ル
ス
論
に
つ
い
て
も
'
概
略
を
示
す
だ
け
に
と
ど
め
て
お
-
。

キ
ケ
ロ
に
よ
る
と
、
以
下
の
六
つ
の
パ
ル
ス
か
ら
成
る
　
(
i
n
v
.
1
,
1
9
)
-

①
　
エ
ク
ソ
ー
ル
デ
ィ
ウ
ム
e
x
o
r
d
i
u
m
(
n
r
o
o
i
m
i
o
n
〔
ギ
〕
)
-
-
「
聴
衆
の
心
を
後
続
す
る
筆
言
を
受
け
入
れ
る
の
に
適
し
た
状
態

に
整
え
る
弁
論
」
　
j
n
v
.
1
,
2
0
)
の
パ
ル
ス
o
「
序
言
部
」
ま
た
~
は
「
序
論
部
」
で
あ
る
。
′

②
　
ナ
-
ラ
ー
テ
ィ
オ
ー
n
a
r
r
a
t
i
o
(
p
r
o
t
h
e
s
i
s
〔
ギ
〕
)
-
-
「
発
生
し
た
、
あ
る
い
は
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
レ
ー
ス
　
[
-
出
来
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事
]
を
説
明
・
開
陳
e
x
p
o
s
i
t
i
o
」
(
i
n
v
.
1
,
2
7
)
す
る
パ
ル
ス
.
「
叙
述
部
」
ま
た
は
「
陳
述
部
」
で
あ
る
O
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
の
用

語
で
は
、
p
r
o
p
o
S
l
t
l
O
で
あ
る
。

③
　
パ
ル
テ
・
イ
-
テ
ィ
オ
ー
p
a
r
t
i
t
i
O
I
-
陳
述
部
で
述
べ
た
多
岐
に
わ
た
る
論
点
を
整
理
し
'
相
手
方
の
主
張
と
の
異
同
を
明
ら
か

に
、
ま
た
は
、
自
己
の
主
張
を
簡
潔
に
要
約
し
て
、
「
弁
論
全
体
を
明
確
i
l
l
u
s
t
r
i
s
に
し
、
見
通
し
を
よ
-
す
る
p
e
r
s
p
i
c
u
u
s
効
果
」
(
i
n
v
.

1
,
3
1
)
を
産
み
出
す
パ
ル
ス
.
「
列
挙
部
」
へ
「
列
示
部
」
で
あ
る
。
『
ヘ
レ
ン
こ
ウ
ス
』
で
は
、
e
n
u
m
e
r
a
t
i
o
と
い
う
語
も
用
い
ら
れ
る
。

④
　
コ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
マ
ー
テ
ィ
オ
ー
c
o
n
f
i
r
m
a
t
i
o
(
p
i
s
t
i
s
〔
ギ
〕
)
-
-
「
論
拠
を
も
ち
だ
す
a
r
g
u
m
e
n
t
a
r
e
こ
と
に
よ
っ
て
へ

我
々
の
カ
ウ
サ
、
[
-
主
張
理
由
]
　
に
信
葱
性
f
i
d
e
s
へ
権
威
a
u
c
t
o
r
i
t
a
s
へ
補
強
f
i
r
m
a
m
e
n
t
u
m
を
与
え
る
」
(
i
n
v
.
1
,
3
4
)
弁
論
の
パ

ル
ス
。
弁
論
の
核
心
部
分
で
あ
る
。
「
立
証
部
」
、
「
証
明
部
」
、
「
論
証
部
」
な
ど
が
可
能
で
あ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
証
明
、
論
証
は
も
う

少
し
限
定
し
て
用
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
の
で
、
「
立
証
部
」
と
す
る
。

⑤
　
レ
プ
レ
へ
-
ン
シ
オ
ー
r
e
p
r
e
h
e
n
s
i
o
-
-
「
論
拠
を
も
ち
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
方
の
立
証
を
否
定
L
d
i
l
u
e
r
e
、
無
効
化

L
i
n
f
i
r
m
a
r
e
'
弱
体
化
さ
せ
る
e
l
e
v
a
r
e
」
　
;
i
n
v
.
1
,
7
8
)
弁
論
の
パ
ル
ス
で
あ
る
。
「
反
駁
部
」
、
「
弁
駁
郡
」
が
あ
る
が
、
前
者
を
と
る
。

な
お
、
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
の
用
語
で
は
'
「
立
証
部
」
に
つ
き
p
r
o
b
a
t
i
o
が
、
「
反
駁
部
」
に
つ
き
r
e
f
u
t
a
t
i
o
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
「
論
拠
を
も
ち
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
a
r
g
u
m
e
n
t
a
n
d
o
」
と
い
う
語
が
、
立
証
部
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
お
り
へ
ま
た
、
方
法

は
立
証
部
と
ま
っ
た
-
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
両
者
を
区
別
せ
ず
一
つ
の
パ
ル
ス
で
あ
る
と
し
て
、
a
r
g
u
ヨ
e
n
t
a
t
i
o
と
呼
ば
れ
る
場
合
も

あ
る
。
『
発
見
・
構
想
論
』
第
二
巻
で
展
開
さ
れ
る
ト
ポ
ス
は
へ
　
こ
の
立
証
部
へ
反
駁
部
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
.
コ
ン
ク
ル
ー
シ
オ
ー
c
o
n
c
l
u
s
i
o
(
e
p
i
l
o
g
o
s
〔
ギ
〕
)
-
-
「
弁
論
全
体
の
出
口
e
x
i
t
u
s
で
あ
り
、
終
結
部
分
d
e
t
e
r
m
i
n
a
t
i
o
で

あ
る
。
」
(
i
n
v
.
1
,
9
8
)
　
こ
れ
は
、
最
後
に
も
う
l
度
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
す
る
形
で
の
全
体
の
手
短
な
ま
と
め
e
n
u
m
e
r
a
t
i
o
を
し
て
聴
衆

の
記
憶
を
喚
起
す
る
部
分
と
、
聴
衆
の
感
情
に
訴
え
る
部
分
(
イ
ン
デ
ィ
ー
グ
ナ
-
テ
ィ
オ
ー
i
n
d
i
g
n
a
t
i
o
と
い
う
相
手
方
に
対
す
る
憎
し
み



2

期郵so
991号1巻6!=学汰島広

を
か
き
た
て
る
部
分
と
、
コ
ン
ク
エ
ス
テ
ィ
オ
ー
c
o
n
q
u
e
s
t
i
O
と
い
う
聴
衆
の
哀
れ
み
と
同
情
を
喚
起
す
る
部
分
が
あ
る
)
　
か
ら
成
る
。
ク
ィ
ン

テ
ィ
.
リ
ア
ヌ
ス
の
用
語
で
は
、
ベ
ル
オ
ー
ラ
ー
テ
ィ
オ
ー
p
e
r
o
r
a
t
i
o
で
あ
る
o
弁
論
を
通
じ
て
主
張
し
た
い
こ
と
は
立
証
部
で
す
で
に

な
さ
れ
て
い
る
の
で
'
一
般
的
な
意
味
で
の
　
「
結
論
」
を
提
示
す
る
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
結
び
の
言
葉
の
部
分
で
あ
る

の
で
、
「
結
語
部
」
を
採
用
す
る
。

訴
訟
類
、
審
議
類
、
演
示
類
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
聴
衆
の
理
性
面
、
感
情
面
双
方
に
訴
え
か
け
て
、
自
ら
の
主
張
を
受
け
入
れ
さ

せ
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
聴
衆
を
説
得
す
る
こ
と
が
弁
論
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
全
体
構
成
は
、
こ
こ
で
説
明
し
た
よ
う
な
シ
エ
ー
マ
に
従

う
こ
と
が
最
も
有
効
な
の
で
あ
る
.
こ
れ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
へ
　
言
葉
を
通
じ
て
争
い
を
解
決
す
る
た
め
の
西
洋
の
知
恵
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
口
頭
の
弁
論
だ
け
で
な
-
、
書
き
言
葉
に
よ
る
論
争
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
論
文
の
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
全
体
構
成
を
「
起
承
転
結
」
の
型
に
す
る
と
i
う

方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
漢
詩
(
五
言
絶
句
や
七
言
律
詩
)
の
作
法
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
一
種
の
日
本
流
の
レ
ト

リ
ッ
ク
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
.
し
か
し
'
守
れ
は
、
内
容
的
に
は
、
叙
情
へ
せ
い
ぜ
い
が
叙
事
で
あ
り
、
感
情
や
事
実
を
伝
え

る
に
は
そ
れ
な
り
の
有
効
性
は
あ
る
が
、
自
己
の
主
張
を
伝
え
へ
相
手
を
説
得
す
る
目
的
に
は
、
は
な
は
だ
適
さ
な
い
方
法
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
方
法
が
論
文
の
作
法
と
し
て
相
も
変
わ
ら
ず
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
状
況
は
、
不
幸
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
本
稿
で

そ
の
一
端
を
見
た
西
洋
流
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
弁
論
・
論
文
の
構
築
方
法
と
の
隔
た
り
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
自
己
主
張
の
必
要
性
が
高

唱
さ
れ
て
い
る
今
日
、
西
洋
流
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
方
法
を
意
識
的
に
学
ぶ
こ
と
か
ら
得
る
価
値
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

結
　
　
　
　
　
語

レ
ト
リ
ッ
ク
が
、
特
に
「
弁
論
術
」
と
い
う
そ
の
発
生
時
の
特
徴
を
よ
-
示
し
て
い
る
訳
語
で
呼
ば
れ
る
場
合
に
は
、
よ
-
も
悪
-
も
、
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だ
れ
で
も
す
ぐ
に
弁
護
士
の
仕
事
を
思
い
出
す
よ
う
で
あ
る
.
依
頼
人
の
利
益
を
最
大
限
に
擁
護
す
る
の
が
弁
護
士
の
任
務
で
あ
り
、
事

件
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
同
種
の
事
件
で
あ
っ
て
も
、
依
頼
人
に
応
じ
て
加
害
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
被
害
者
の
立
場
に
立

つ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
ど
ち
ら
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
主
張
を
展
開
で
き
る
し
、
ま
た
で
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、

善
玉
・
悪
玉
二
元
論
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
人
た
ち
に
は
、
気
に
入
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
に
お
い
て
も
う
弁
論
家
は
、
原
告
側
・

訴
追
側
に
立
つ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
被
告
側
・
被
告
人
側
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
キ
ケ
ロ
自
身
へ
不
法
利
得
に
関
す
る
前
七
〇
年
の
ウ
ェ
ッ

レ
ー
ス
事
件
(
C
i
c
.
V
e
r
r
.
)
で
は
訴
追
側
で
あ
り
'
翌
年
の
同
じ
-
不
法
利
得
に
関
す
る
フ
ォ
ン
テ
-
イ
ウ
ス
事
件
(
C
i
c
.
F
o
n
t
.
)
で
は

弁
護
側
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
代
の
弁
護
士
斜
お
か
れ
て
い
る
位
置
と
ま
っ
た
-
共
通
し
て
い
る
.
そ
し
て
そ
も
そ
も
レ
ト
リ
ッ
ク

(
2
5
)

は
そ
の
た
め
の
技
術
と
し
て
誕
生
し
、
発
達
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
-
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
は
、
最
も
対
立
的
構
造
を
も
つ
訴
訟
類
を
中
核
的
モ
デ
ル
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
民
事
・
刑
事
を
問
わ
ず
、
原
告
側
(
原
告
、
そ
の
代
理
人
へ
検
察
官
)
・
被
告
側
(
被
告
へ
そ
の
代
理
人
へ
被
告
人
へ
そ
の
弁

護
人
)
と
い
う
訴
訟
当
事
者
に
定
位
し
て
お
り
、
自
ら
が
い
ず
れ
か
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
'
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
有
効
に
展
開
し
、
判
断
を

下
す
裁
判
官
(
陪
審
員
が
お
れ
ば
、
そ
れ
も
含
む
)
を
説
得
し
て
、
自
分
の
主
張
に
賛
成
さ
せ
、
自
ら
に
有
利
な
判
断
を
下
さ
せ
る
こ
と
を
、

最
大
の
関
心
事
と
し
て
い
る
。
こ
こ
が
'
現
代
の
法
学
方
法
論
が
'
少
な
-
と
も
実
定
法
の
法
解
釈
学
へ
　
正
確
に
は
法
教
義
学
・
ド
グ
マ

-
テ
ィ
ク
が
裁
判
官
に
定
位
し
て
い
を
　
-
　
つ
ま
り
自
ら
が
裁
判
官
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
か
に
判
断
を
下
す
'
,
(
き
か
1
の
と
は
ま
っ

た
-
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
へ
　
法
学
の
分
野
に
お
け
る
レ
ト
リ
ッ
ク
的
視
点
の
重
要
性
は
、
法
廷
弁
論
と
い
う
局
面
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
法
的
思
考
の
特
質
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
レ
ト
リ
ッ
ク
の
考
え
方
が
、
非
常
に
有
効
な
方
法
的
道
具
を
提
供
し
て
-
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
o
そ
れ
は
レ
ト
リ
ッ
ク
が
状
況
に
密
着
し
た
s
i
t
u
a
t
i
v
'
記
号
の
語
用
論
的
な
p
r
a
g
m
a
t
i
s
c
h
レ
ベ
ル
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で
の
言
語
使
用
の
実
践
的
理
論
を
実
は
展
開
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
現
在
、
我
々
が
必
要
と
し
て
い
る
法
学

方
法
論
に
基
礎
を
提
供
し
て
-
れ
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
.
も
ち
ろ
ん
、
古
代
レ
ト
リ
ッ
ク
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
整
ら
せ
よ
う
と

い
う
の
で
は
な
-
、
そ
の
基
本
的
発
想
を
'
特
に
共
同
体
の
構
成
員
と
し
て
の
人
間
相
互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
、
技
術
と

し
て
の
存
在
価
値
を
見
直
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

私
は
、
フ
ィ
ー
ヴ
エ
ク
を
通
じ
て
レ
ト
リ
ッ
ク
的
な
視
点
の
有
望
さ
に
'
パ
フ
ト
を
通
じ
て
レ
ト
リ
ッ
ク
的
発
想
の
適
用
範
囲
の
広
さ

に
目
を
聞
か
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
あ
る
程
度
自
明
の
理
へ
　
共
通
の
了
解
事
項
と
し
て
い
る
レ
ト
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
が
ど
う
い

う
も
の
で
あ
る
の
か
が
、
よ
-
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
肝
心
の
と
こ
ろ
が
ど
う
も
よ
-
わ
か
ら
な
-
い
と
い
う
隔
靴
掻
痔
の
感
じ
を
も
っ
た
。

今
ま
で
に
書
か
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
紹
介
や
研
究
を
読
ん
で
み
て
も
、
基
本
的
な
用
語
す
ら
定
ま
っ
た
訳
語
が
な
い
状
態
で
あ
る
o

本
稿
は
、
レ
ト
リ
ッ
ク
法
理
論
を
語
る
前
に
へ
　
レ
ト
リ
ッ
ク
理
論
、
特
に
キ
ケ
ロ
の
そ
れ
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
関
心
か
ら
出

発
し
た
研
究
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
レ
ト
リ
ッ
ク
の
全
体
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
た
い
て
い
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
扱
っ
た
文
献
で
も
触
れ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
キ
ケ
ロ
の
、
そ
れ
も
彼
の
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
発
見
・
構
想
論
』
　
の
当
該
部
分
に
即

し
て
理
解
し
ょ
う
七
試
み
た
(
全
体
の
枠
組
に
つ
い
て
は
へ
付
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
)
.
し
た
が
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
目
新
し
い
も
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
は
心
も
と
な
い
が
、
少
な
く
と
も
キ
ケ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
な
り
の
存
在
意
義
を
も
つ
と
思
う
。
た
だ
へ
　
キ
ケ
ロ
の
他
の
著
作
と
の
関
係
や
キ
ケ
ロ
以
外
の
論
者
の
理
論
と
の
比
較
も
、
ま
っ
た

-
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
も
、
『
発
見
・
構
想
論
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
最
初
の
ご
-
一
部
が
紹
介
、
検
討
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ

た
.
翻
訳
だ
け
を
提
示
す
れ
ば
'
数
貢
に
も
満
た
な
い
部
分
で
あ
る
.
し
か
し
、
訳
者
が
訳
語
を
選
蘭
し
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
い
っ
さ

い
触
れ
ず
に
'
結
果
た
る
訳
文
だ
け
を
示
し
て
み
て
も
、
そ
も
そ
も
対
応
す
る
日
本
語
の
選
定
が
問
題
で
あ
る
こ
の
種
の
文
献
を
扱
う
場

合
、
そ
れ
ほ
ど
意
味
は
な
い
と
思
う
.
む
し
ろ
、
l
つ
1
つ
の
単
語
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
キ
ケ
ロ
の
テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
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い
っ
た
か
を
へ
訳
語
の
選
択
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
こ
と
を
通
じ
て
叙
述
す
る
は
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
理
由
で
、
複
数
の
可
能
な
訳
語
か
つ
外
国
語
を
も
並
記
し
た
た
め
、
結
果
的
に
、
こ
の
よ
う
な
読
み
に
-
い
体
裁
の
論
稿
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
o
『
発
見
・
構
想
論
』
の
残
さ
れ
た
部
分
、
つ
ま
患
升
論
の
パ
ル
ス
論
、
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
の
詳
細
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

後
日
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

**

本
稿
で
は
、
古
典
文
献
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
T
h
e
L
o
e
b
C
l
a
s
s
i
c
a
l
L
i
b
r
a
r
y
版
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
書
誌
的
注
記
を
省
略
す
る
O
ま

た
、
そ
れ
ら
か
ら
の
引
照
は
'
平
野
敏
彦
「
レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
の
予
備
知
識
」
『
広
島
法
学
』
　
l
五
巻
三
号
二
九
九
二
年
)
所
収
の
付
論
で
説
明
し
た
方

式
に
従
っ
て
お
り
、
キ
ケ
ロ
の
場
合
、
行
文
上
へ
誤
解
の
お
そ
れ
の
な
い
場
合
は
、
「
C
i
c
L
を
省
略
し
た
。

ギ
リ
シ
ア
語
に
つ
い
て
は
,
す
べ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
に
置
き
換
え
、
〔
ギ
〕
と
注
記
し
た
。
ま
た
・
 
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
の
片
仮
名
表
記
の
際
、

わ
ず
ら
わ
し
く
な
る
の
で
'
1
部
、
長
音
表
記
を
し
な
か
っ
た
場
合
も
あ
る
O

(
1
)
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
野
敏
彦
「
レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
の
予
備
知
識
」
~
『
広
島
法
学
』
一
五
巻
三
号
二
九
九
二
年
)
へ
参
照
。

(
ヱ
　
キ
ケ
ロ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
へ
彼
自
身
が
書
い
た
多
-
の
著
作
か
ら
再
構
成
さ
れ
る
が
、
早
い
時
期
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
プ
ル

タ
ル
コ
ス
P
l
u
t
a
r
c
h
o
s
＼
P
l
u
t
a
r
c
h
u
s
(
四
六
年
7
-
1
二
五
年
?
)
の
『
対
比
列
伝
〔
英
雄
伝
〕
B
i
o
i
p
a
r
l
l
e
l
o
i
〔
ギ
〕
＼
V
i
t
a
e
P
a
r
a
l
l
e
l
a
e
』
中
の

キ
ケ
ロ
に
関
す
る
叙
述
で
あ
ろ
う
.
そ
こ
で
キ
ケ
ロ
は
ギ
リ
シ
ア
の
弁
論
家
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
(
前
三
八
四
年
こ
撃
≡
二
年
)
　
-
　
キ
ケ
ロ
も
ク
イ
ン
テ

ィ
リ
ア
ヌ
ス
も
,
彼
を
最
高
の
弁
論
家
と
評
し
て
い
る
I
と
対
比
さ
れ
て
い
る
o
邦
訳
と
し
て
'
『
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
(
十
)
』
(
河
野
与
i
訳
)
(
岩

波
文
庫
、
l
九
五
六
年
)
及
び
『
プ
ル
タ
ル
コ
ス
英
雄
伝
(
H
』
(
相
川
堅
太
郎
編
)
(
ち
-
ま
文
庫
、
1
九
八
七
年
)
が
あ
る
。
な
お
、
『
中
公
バ
ッ
ク
ス

世
界
の
名
著
一
四
　
キ
ケ
ロ
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
　
マ
ル
ク
ス
テ
ウ
レ
リ
ウ
ス
』
も
、
参
照
。
以
下
の
叙
述
は
、
諸
種
の
資
料
か
ら
私
が
再
構
成
し
た
も

の
で
あ
る
O
な
お
へ
田
中
秀
央
『
ラ
テ
ン
文
学
史
』
〔
覆
刻
二
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
t
九
八
九
年
)
九
五
頁
以
下
に
、
キ
ケ
ロ
の
全
著
作
の
梗
概
の
紹
介

が
あ
る
。

(
3
)
　
『
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
(
十
)
』
(
河
野
与
l
訳
)
　
(
岩
波
文
庫
へ
　
l
九
五
六
年
)
二
l
五
頁
の
訳
注
。
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(
4
)
　
『
ヘ
レ
ン
ニ
ウ
ス
』
　
に
つ
い
て
は
へ
　
平
野
「
レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
の
予
備
知
識
」
注
(
1
)
へ
参
照
。

(
5
)
　
法
廷
弁
論
に
つ
い
て
は
、
柴
田
光
蔵
『
ロ
ー
マ
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
I
　
(
玄
文
社
、
一
九
八
七
年
)
九
1
貢
以
下
の
l
覧
表
を
参
照
o

(
6
)
　
本
著
作
の
成
立
に
つ
い
て
は
へ
平
野
「
レ
ト
リ
ッ
ク
研
究
の
予
備
知
識
」
注
　
(
-
)
へ
参
照
。

(

<

^

)

　

W

i

l

h

e

l

m

K

r

o

l

l

,

C

i

c

e

r

o

u

n

d

d

i

e

R

h

e

t

o

r

i

k

(

1

9

0

3

)

,

i

n

:

d

c

e

r

o

s

 

L

i

t

e

r

a

r

i

s

c

h

e

L

e

i

s

t

u

n

g

,

h

r

s

g

.

v

.

B

e

r

n

h

a

r

d

K

y

t

z

l

e

r

,

D

a

r

m

s

t

a

d

t

‥

W
i
s
s
.
B
u
c
h
g
.
,
1
9
7
3
,
S
.
7
7
.
は
、
こ
の
二
名
が
あ
げ
ら
れ
た
の
は
'
彼
ら
が
種
本
の
著
者
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
へ
　
む
し
ろ
へ
　
レ
ト
リ
ッ
ク
の
哲
学
的

性
格
を
示
す
た
め
に
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

(
8
)
　
レ
ト
リ
ッ
ク
の
体
系
構
想
と
叙
述
の
方
法
に
つ
い
て
へ
M
a
n
f
r
e
d
F
u
h
r
m
a
n
n
,
D
a
s
 
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
h
e
L
e
h
r
b
u
c
h
,
G
o
t
t
i
n
g
e
n
‥
V
a
n
d
e
n
h
o
e
c
k
&

R
u
p
r
e
c
h
t
,
I
9
6
0
.
 
'
参
照
。

(
9
)
　
キ
ー
ウ
ィ
タ
ー
ス
に
つ
い
て
の
概
念
史
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
M
a
n
f
r
e
d
R
i
e
d
e
l
,
G
e
s
e
l
l
s
c
h
a
f
t
,
b
i
i
r
g
e
r
l
i
c
h
e
,
i
n
:
G
e
s
c
h
i
c
h
t
l
i
c
h
e
G
r
u
n
d
b
e
g
r
i
f
f
e
,

h
r
s
g
.
v
.
O
t
t
o
B
r
u
n
n
e
r
/
W
e
r
n
e
r
C
o
n
z
e
＼
R
e
i
n
h
a
r
t
K
o
s
e
l
l
e
c
k
,
B
d
.
2
.
,
S
t
u
t
t
g
a
r
t
‥
K
l
e
t
t
-
C
o
t
t
a
,
1
9
7
9
,
S
.
7
1
9
f
f
.
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
リ
ー
デ

ル
「
市
民
社
会
」
同
著
(
河
上
倫
逸
/
常
俊
宗
三
郎
編
訳
)
　
『
市
民
社
会
の
概
念
史
』
　
(
以
文
社
、
l
九
九
〇
年
)
第
7
章
へ
参
照
o

(
1
)
　
キ
ケ
ロ
-
(
泉
井
久
之
助
訳
)
　
『
義
務
に
つ
い
て
』
　
(
岩
波
文
庫
、
1
九
六
丁
年
)
、
訳
者
解
説
、
三
三
〇
貢
o

(
S
)
　
H
e
i
n
r
i
c
h
L
a
u
s
b
e
r
g
,
H
d
n
d
b
u
c
h
d
e
r
l
i
t
e
r
a
r
i
s
c
h
e
n
R
k
e
t
o
r
i
k
,
2
.
A
u
f
L
,
M
i
l
n
c
h
e
n
一
H
u
e
b
e
r
,
1
9
7
3
.
(
以
下
に
お
い
て
、
同
書
に
つ
い
て
は
、

「
L
a
u
s
b
.
ァ
J
と
し
て
、
節
番
号
で
引
照
個
所
を
示
す
D
)

(
S
)
　
フ
ァ
タ
ト
ゥ
ム
f
a
c
t
u
m
は
、
「
な
す
」
を
意
味
す
る
動
詞
f
a
c
e
r
e
(
辞
書
の
見
出
し
語
で
は
t
 
f
a
'
c
i
o
)
　
の
完
了
分
詞
が
中
性
名
詞
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
'
「
な
さ
れ
た
こ
と
」
へ
つ
ま
り
'
過
去
に
な
さ
れ
て
完
了
し
た
行
為
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
「
な
さ
れ
た
も
の
」
、
つ
ま
り
へ
そ
の
行
為
に

ょ
り
惹
起
さ
れ
た
結
果
を
も
意
味
し
得
る
。
そ
れ
故
、
単
な
る
「
行
為
」
や
「
事
実
」
と
い
う
訳
語
で
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
に
カ
ヴ
ァ
-
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
、
「
行
為
事
実
」
と
い
う
生
硬
な
訳
語
を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
刑
法
学
に
お
い
て
(
裁
判
実
務
に
お
い
て
も
)
へ
行
為
そ
の
も
の
と
そ
の

結
果
発
生
し
た
結
果
を
ひ
っ
-
る
め
て
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
語
の
「
タ
ー
ト
T
a
t
」
の
概
念
を
指
す
「
所
為
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
f
a
c
t
u
m
の
訳
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
'
ま
た
、
f
a
c
t
u
m
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
し
て
づ
a
t
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

多
い
o
 
L
か
し
へ
f
a
c
t
u
m
は
当
該
行
為
者
の
行
為
に
は
直
接
関
係
し
な
い
「
事
実
」
を
も
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
'
す
べ
て
を
「
所
為
」
と
い
う
訳

語
で
統
一
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
'
適
宜
へ
使
い
分
け
て
い
る
。

(
2
)
　
以
下
に
お
い
て
'
刑
事
・
民
事
と
い
う
表
現
を
用
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
-
、
近
代
の
、
さ
ら
に
は
わ
が
国
の
現
行
訴
訟
制
度
と
t
致
し
て
い
る
わ
け
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F
:

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
大
枠
に
つ
い
て
は
重
な
り
合
う
の
で
、
便
宜
的
に
こ
の
表
現
を
用
い
る
。
ま
た
、
法
律
用
語
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
情
で
あ
る
が
、

訳
語
の
選
択
の
際
へ
で
き
る
だ
け
意
味
の
混
同
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
っ
つ
も
う
重
な
り
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
現
行
法
の
用
語
を
採
用
し

た
い
と
思
う
。
ま
た
、
キ
ケ
ロ
の
時
代
の
訴
訟
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
は
、
そ
れ
自
体
、
資
料
の
制
約
か
ら
、
主
と
し
て
キ
ケ
ロ
の
著
作
を
基
礎

に
し
て
、
再
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
O
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
A
.
H
.
J
.
G
r
e
e
n
i
d
g
e
,
T
h
e
L
e
g
a
l
P
r
o
c
e
d
u
r
e
o
f
C
i
c
e
r
o
'
s
 
T
i
m
e
,
L
o
n
d
o
n

‥
C
l
a
r
e
n
d
o
n
,
1
9
0
1
[
N
e
w
Y
o
r
k
‥
K
e
l
l
e
y
,
1
9
7
1
]
、
参
照
o
な
お
、
本
稿
で
は
'
ロ
ー
マ
の
訴
訟
・
裁
判
制
度
に
つ
い
て
詳
し
-
触
れ
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
船
田
享
二
冒
-
マ
法
』
第
l
巻
(
岩
波
書
店
、
1
九
六
八
年
)
二
二
四
頁
以
下
(
刑
事
訴
訟
)
、
及
び
、
第
五
巻

(
同
へ
　
1
九
七
二
年
)
　
l
〇
五
頁
以
下
(
民
事
訴
訟
)
へ
柴
田
光
蔵
『
増
補
　
ロ
ー
マ
裁
判
制
度
研
究
』
(
世
界
思
想
社
、
1
九
七
〇
年
)
　
1
0
頁
以
下
へ
同

「
古
代
法
廷
技
術
素
描
」
『
判
例
時
報
』
七
〇
四
号
(
一
九
七
三
年
)
　
1
五
頁
以
下
、
真
田
芳
憲
「
共
和
制
末
期
に
お
け
る
弁
論
術
R
h
e
t
o
r
i
c
a
と
法
学
の

解
釈
方
法
」
『
法
学
新
報
』
七
四
巻
二
・
三
号
(
1
九
六
七
年
)
　
l
四
五
貢
以
下
へ
な
ど
を
参
照
o

柴
田
「
古
代
法
廷
技
術
素
描
」
『
判
例
時
報
』
七
一
三
号
二
九
七
三
年
)
二
二
貫
。

F
u
h
r
m
a
n
n
,
D
a
s
 
s
y
s
t
e
m
a
t
i
c
h
e
L
e
h
r
b
u
c
h
(
N
.
8
)
,
S
.
4
5
,
6
0
.

ス
タ
ト
ゥ
ス
論
に
つ
い
て
、
L
a
u
s
b
e
r
g
,
H
a
n
d
b
u
c
h
(
N
.
l
l
)
の
ほ
か
、
植
松
秀
雄
「
法
律
学
の
論
理
と
倫
理
・
1
レ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
-

I
」
大
橋
智
之
輯
ほ
か
編
『
現
代
の
法
思
想
』
(
有
斐
閣
、
l
九
八
五
年
)
二
1
九
頁
以
下
、
U
w
e
W
e
s
e
l
,
R
h
e
t
o
r
i
s
c
h
e
S
t
a
t
i
t
s
l
e
h
r
e
u
n
d
G
e
s
e
t
z
e
s
a
n
s
-

1
e
g
u
n
g
d
e
r
r
o
m
i
s
c
h
e
n
J
u
r
i
s
t
e
n
,
K
o
l
n
:
H
e
y
m
a
n
n
,
1
9
6
7
.
 
'
F
r
a
n
z
H
o
r
a
k
,
D
i
e
r
h
e
t
o
r
i
s
c
h
e
S
t
a
t
u
s
l
e
h
r
e
u
n
d
d
e
r
m
o
d
e
r
n
e
A
u
f
b
a
u

d
e
s
V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
s
b
e
g
r
i
f
f
,
i
n
‥
F
e
s
t
g
a
b
e
f
u
r
A
r
n
o
l
d
H
e
r
d
l
i
t
c
z
k
a
,
h
r
s
g
.
v
.
F
r
a
n
z
H
o
r
a
k
＼
W
o
l
f
g
a
n
g
W
a
l
d
s
t
e
i
n
,
M
i
i
n
c
h
e
n
/
S
a
l
z
b
u
r
g

‥
F
i
n
k
,
1
9
7
2
.
S
.
1
2
1
-
1
4
2
.
な
ど
を
参
照
.

後
述
の
カ
ウ
サ
論
の
個
所
も
'
参
照
。

石
川
真
人
「
法
曹
法
の
歴
史
的
基
礎
づ
け
」
(
こ
、
(
二
)
『
北
大
法
学
論
集
』
四
一
巻
三
号
、
四
号
二
九
九
一
年
)
、
参
照
。

W
e
s
e
l
,
R
h
e
t
o
r
i
c
h
e
S
t
a
t
u
s
l
e
k
r
e
(
N
.
1
6
)
.
な
お
、
真
田
「
共
和
制
末
期
に
お
け
る
弁
論
術
」
注
(
1
)
も
参
照
.

(2 0)

W
e
s
e
l
,
R
h
e
t
o
r
i
c
h
e
S
t
a
t
u
s
l
e
h
r
e
(
N
.
1
6
)
,
S
.
2
5
.
及
び
、
H
o
r
a
k
,
D
i
e
r
h
e
t
o
r
i
s
c
h
e
S
t
a
t
u
s
l
e
h
r
e
(
N
.
1
6
)
,
S
H
1
4
2
.
に
よ
り
、

ヘ
ル
マ
ゴ
ラ
ス
の

(
ギ
リ
シ
ア
語
)
用
語
　
-
　
ク
ィ
ン
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
や
ヘ
ル
モ
ゲ
ネ
ス
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
る
I
を
キ
ケ
ロ
の
用
語
と
対
『
首
せ
る
と
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

論
理
類
-
g
e
n
u
s
r
a
t
i
o
n
a
l
i
s
＼
l
o
g
i
k
a
i
s
t
a
s
e
i
s
〔
ギ
〕
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推
定
-
c
o
n
i
e
c
t
u
r
a
＼
s
t
o
c
h
a
s
m
o
s
〔
ギ
〕

定
義
-
d
e
f
i
n
i
t
i
v
a
＼
h
o
r
o
s
〔
ギ
〕

属
性
=
g
e
n
e
r
a
-
i
s
＼
p
o
i
o
t
e
s
〔
ギ
〕

移
行
=
t
r
a
n
s
l
a
t
i
v
a
＼
m
e
t
a
l
e
p
s
i
s
〔
ギ
〕

法
文
類
=
g
e
n
u
s
l
e
g
a
l
e
/
n
o
m
i
k
a
i
s
t
a
s
e
i
s
〔
ギ
〕

文
言
と
意
思
-
s
c
r
i
p
t
u
m
e
t
s
e
n
t
e
n
t
i
a
＼
r
h
e
t
o
n
k
a
i
h
y
p
e
x
a
i
r
e
s
i
s
〔
ギ
〕
一
r
h
e
t
o
n
k
a
i
d
i
a
n
o
i
a
〔
ギ
〕

反
対
の
法
律
-
c
o
n
t
r
a
r
i
a
e
l
e
g
e
s
＼
a
n
t
i
n
o
m
i
a
〔
ギ
〕

あ
い
ま
い
さ
=
a
m
b
i
g
u
u
m
＼
a
m
p
h
i
b
o
l
i
a
〔
ギ
〕

類
　
　
推
=
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
＼
s
y
〓
o
g
i
s
m
O
S
〔
ギ
〕

石
川
「
法
曹
法
ー
の
歴
史
的
基
礎
づ
け
」
(
l
)
注
(
3
)
'
四
7
巻
三
号
(
7
九
九
l
年
)
　
〓
ハ
貢
以
下
、
参
照
。

ま
た
へ
キ
ケ
ロ
は
、
「
す
べ
て
の
a
r
g
u
m
e
n
t
a
t
i
o
は
、
i
n
d
u
c
t
i
o
か
'
r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
」
　
i
i
n
v
.
1
,
5
1
)
と
い

ぅ
使
い
方
も
し
て
い
る
。
立
証
部
の
こ
の
個
所
は
'
論
理
学
の
推
論
方
式
で
あ
る
i
n
d
u
c
t
i
o
/
e
p
a
g
o
g
e
〔
ギ
)
(
帰
納
)
と
d
e
d
u
c
t
i
o
;
s
y
l
l
o
g
i
s
m
u
s
＼

s
y
l
l
o
g
i
s
m
o
s
〔
ギ
〕
(
清
輝
へ
三
段
論
法
)
の
'
レ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
適
用
が
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
'
レ
ト
リ
ッ
ク
本
来
の
用
語
法
で
言
え
ば
、
e
x
e
m
p
l
u
m

＼
p
a
r
a
d
e
i
g
m
a
〔
ギ
〕
　
(
例
証
)
と
e
n
t
y
m
e
m
a
＼
e
n
t
y
m
e
m
a
〔
ギ
〕
(
エ
ン
テ
ユ
ー
メ
-
マ
)
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
の
キ
ケ
ロ
の
用

レ

ト

H

ノ

ツ

タ

語
法
に
は
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
ラ
テ
ィ
オ
ー
キ
ナ
ー
テ
ィ
オ
ー
は
'
「
推
論
」
の
意
で
も
、
「
弁
論
術
的
推
論
」
と
い
う
限
定
し

た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
O
訳
語
と
し
て
は
、
あ
っ
さ
り
と
「
エ
ン
テ
ユ
ー
メ
-
マ
」
と
し
て
も
よ
い
が
'
内
容
的
に
は
、
「
蓋
然
的
推
論
」
と
い
わ
ゆ

る
「
省
略
三
段
論
法
」
を
含
ん
で
い
る
。

常
設
査
問
所
手
続
に
つ
い
て
は
、
柴
田
『
ロ
ー
マ
裁
判
制
度
研
究
』
注
　
、
二
九
貢
以
下
、
を
参
照
。

前
述
の
ス
タ
ト
ゥ
ス
論
の
個
所
も
、
参
照
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
へ
釘
沢
丁
郎
編
『
弁
護
士
の
実
務
・
技
術
』
(
講
座
　
現
代
の
弁
護
士
　
四
)
(
日
本
評
論
社
、
l
九
七
〇
年
二
貢
以
下
に
'
レ
ト
リ

ッ
ク
へ
の
言
及
が
あ
る
。



249-キケロ『発見・構想論』におけるレトリックの構想(平野)

付表『De lnventione』におけるキケロのレトリックの全体構想

materia artis

genus iudiciale

controversia in ratione [status generis rationalis.

constitutio coniecturalis

「
ex causa

ex persona

ex facto ipso

constitutio dehmtiva

c。nstitutio generalis [status qualitatis]

pars iuridicialis

pars absoluta

pars assumptiva

トconcessio

ibt至

purgatio

1
deprecatio

remotio crimims

trelatiocnmims

c。mparati。
parsnegotiahs

constitutio translativa

imprudenti a

casus

necessitas/necessitudo

1-causa

-factum

controversia in scripto [status generis legalis]

i

scriptum et sententia

contrariae leges

ambiguitas

ratiocinatio

defimtio

genus deliberativum

genus demonstrativum

pars artis

inventio

ち
dispositio

elocutio

memoria

pronuntiatio

exordium

narratio

partitio

confirmatio

reprehensi o

conclusio




